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制度は作るだけでは意味がない
「対話」と「自分ごと化」で職場風土に根付かせる両立支援

トヨタファイナンス株式会社
企業競争力の向上を目指し
全社員が活躍できるための両立支援
　ダイキン工業株式会社

活躍推進と両輪で進めてこそ
企業・個人双方に意味のある育児両立支援になる
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～今、人事部門に求めたいこと～
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～事業vs.育児？ キャリアvs.育児？～

育休取得当事者が感じた実際
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支
援
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誰
の
た
め
？

育児中社員を持つ
現場上司の本音

ここがつらいよ
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「両立」支援は誰のため？  ～事業vs.育児？ キャリアvs.育児？～
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躍
推
進
と
両
輪
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め
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こ
そ
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双
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の
あ
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育
児
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立
支
援
に
な
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櫻
井
功 

編
集
長
が
語
る

事
業
の
維
持
と
成
長
、
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
、

出
産
・
育
児
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
る
に
は
、
企
業
も
個
人
も

制
度
の
目
的
を
正
し
く
理
解
し
た
運
用
が
必
要
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育児休業取得率の推移

※2011年の比率は、岩手県、宮城県及び福島県を除く全国の結果

女性の育児休業取得率は

80%台を推移

2007年以降

法律のあらまし

深夜業の制限

雇用保険法

育児休業 未就学児の看護休暇 所定労働時間の短縮（育児） 所定外労動の制限 時間外労動の制限

休業前賃金の

休業中

職場復帰後

休業・休暇 労動時間 労動の制限
育児・介護休業法

保育所に入れな
いなどの場合。原
則は1歳まで

最長
1歳6カ月まで

短時間勤務、フ
レックス、始業
就業時刻変更等
からいずれか1
つを、事業主が
選択して措置す
る義務

1歳未満
選択的措置義務

3歳未満
選択的措置義務

形成権

子が2人以上の
場合は年10日

年５日

年５日

子が2人以上の
場合は年10日

半日単位で取得
可能に

所定労動時間を
６時間とする措
置、100人以下
の企業は2012
年施行

3歳未満
単独措置義務

100人以下の
企業は2012年
施行

3歳未満

育児休業給付

※参考資料：厚生労働省：第174回労働政策審議会雇用均等分科会　資料2「育児・介護休業法の改正経過〈育児に関わる制度〉」

育児に関わる制度のあらまし
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雇用保険法
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施行
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育児・介護休業法
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保育所に入れな
いなどの場合。原
則は1歳まで

最長2歳まで

形成権
年５日

努力義務
年５日

保育所に入れな
いなどの場合。原
則は1歳まで

父母ともに休業
する場合、１歳2カ
月まで

最長
1歳6カ月まで

小学校
入学まで

小学校
入学まで

育児休業法
成立

施行 
《育児休業法》

雇用保険法
一部改正
※育児休業給付の創設
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育児・介護休業法
一部改正

休業前賃金の

休業中

職場復帰後
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20％
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40％
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休業前賃金の

休業中

職場復帰後

50％
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1991 5/15

1992 4/1

1994 6/29

1995 4/1

1995 6/9

1999 4/1

2000 5/12

2001 1/1

2001 11/16

2002 4/1

2004 12/8

2005 4/1

2007 4/23

2007 10/1

2009 3/30

2009 7/1

2010 4/1

2010 6/30

2014 3/31

2014 4/1

2016 3/31

2017 1/1

2017 10/1

30人以下の事業
所は適用猶予

1歳まで

1歳まで

女性保護規定

労働基準法
による制限

女性保護規定

労働基準法
による制限

激変緩和措置

労動基準法による

50％休業前賃金の

全額を休業期間中に
支給

休業前賃金の

休業開始から
6カ月は

50％

67％

充実の一途を辿る育児両立支援制度は
女性活躍、企業成長に本当につながっているのか

PROLOGUE

労
働
力
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、

女
性
、
シ
ニ
ア
、
外
国
人
の
労
働
力

に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
中
で
も

女
性
の
就
労
促
進
に
つ
い
て
は
、
男

女
雇
用
機
会
均
等
法
以
降
、
少
子
化

対
策
の
側
面
か
ら
も
育
児
と
仕
事
と

の
両
立
支
援
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

「
育
児
休
業
法
」
は
1
9
9
1
年
の
成

立
か
ら
改
正
を
重
ね
、
休
業
期
間
は

当
初
の
1
歳
ま
で
か
ら
、
2
0
1
7

年
10
月
施
行
で
は
最
長
2
歳
ま
で
延

長
。
所
得
保
障
に
つ
い
て
も
、
無
給

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
2
0
1
7
年
現

在
で
は
育
児
休
業
給
付
と
し
て
休
業

前
賃
金
の
最
大
67
％
が
支
給
さ
れ

る
。
時
短
勤
務
な
ど
の
労
動
制
限
に

つ
い
て
も
、
当
初
は
子
が
１
歳
に
な

る
ま
で
の
期
間
で
選
択
的
措
置
義
務

だ
っ
た
も
の
が
、
現
在
で
は
3
歳
ま

で
に
期
間
延
長
、
単
独
義
務
化
さ
れ

て
い
る（
表
参
照
）。
加
え
て
、
日
本

経
済
団
体
連
合
会
の
調
査（
※
1
）で

は
、
67
・
４
％
の
企
業
が
法
定
以
上

の
措
置
を
取
っ
て
い
る
な
ど
、
企
業

に
よ
っ
て
は
独
自
に
さ
ら
な
る
制
度

充
実
を
図
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
制

度
充
実
を
背
景
に
、
女
性
の
育
児
休

業
取
得
率
は
2
0
0
7
年
以
降
80
％

※1　一般社団法人日本経済団体連合会「ワーク・ライフ・バランスへの取組状況（2015）」
※2　厚生労働省「平成 25 年度　育児休業制度等に関する実態把握のための調査研究事業報告書」

台
を
推
移
し
て
い
る（
グ
ラ
フ
参
照
）。

し
か
し
、
制
度
充
実
や
利
用
者

増
加
に
よ
り
顕
在
化
し
た
問
題
も
あ

る
。
一
つ
は
女
性
の
キ
ャ
リ
ア
に
関

す
る
課
題
だ
。
中
野
円
佳
氏
は
著
書

『「
育
休
世
代
」の
ジ
レ
ン
マ
』で
、
男

性
と
同
等
の
条
件
で
総
合
職
と
し
て

働
く
女
性
15
名
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し

た
結
果
、
仕
事
重
視
で
働
い
て
き
た

“
バ
リ
キ
ャ
リ
”群
ほ
ど
出
産
で
性
差

の
壁
を
痛
感
し
、
育
休
復
帰
後
１
年

以
内
に
退
職
し
て
い
る
現
状
を
報
告

し
て
い
る
。
ま
た
、
働
き
続
け
た
と

し
て
も
出
産
後
に
昇
進
・
昇
格
か
ら

外
れ
た
キ
ャ
リ
ア
コ
ー
ス
を
強
い
ら

れ
る「
マ
ミ
ー
ト
ラ
ッ
ク
」問
題
に
直

面
し
、
仕
事
で
の
活
躍
を
諦
め
て
し

ま
っ
た
女
性
た
ち
に
つ
い
て
も
言
及

し
て
い
る
。
企
業
に
と
っ
て
は
、
女

性
の
戦
力
化
の
た
め
に
制
度
拡
充
し

て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
効
果
を
得

ら
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
活
躍
可

能
性
の
高
い
人
ほ
ど
辞
め
る
と
い
う

逆
効
果
が
生
じ
て
い
る
の
だ
。
一
方
、

制
度
利
用
者
の
仕
事
を
カ
バ
ー
す
る

周
囲
の
疲
弊
が
限
界
に
達
し
、
現
場

運
営
に
課
題
を
感
じ
る
企
業
も
出
て

き
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
が
行
っ
た

企
業
調
査
で
は
、
育
休
取
得
や
育
児

参
加
を
促
進
し
て
い
る
企
業
ほ
ど
、

制
度
利
用
対
象
外
の
人
の
負
担
が
課

題
で
あ
る
と
回
答
し
て
い
る（
※
２
）。

そ
ん
な
中
、
育
児
両
立
支
援
の

充
実
路
線
を
見
直
す
動
き
が
見
ら

れ
始
め
た
。
記
憶
に
新
し
い
の
は
、

2
0
1
3
年
の
資
生
堂
の
改
革
だ
ろ

う
。
同
社
は
、
育
休
明
け
の
美
容
部

員
に
対
し
、
そ
れ
ま
で
免
除
さ
れ
て

い
た
遅
番
や
休
日
勤
務
の
検
討
を
呼

び
か
け
た
。
女
性
社
員
比
率
が
高
い

同
社
に
と
っ
て
、
女
性
活
躍
推
進
は

経
営
を
強
く
す
る
源
泉
で
あ
る
。
そ

の
原
点
に
立
ち
返
り
、
両
立
支
援
の

在
り
方
を
見
直
そ
う
と
し
た
結
果
と

い
え
よ
う
。

そ
こ
で
、
本
誌
で
は
仕
事
と
育
児

の
両
立
支
援
を
テ
ー
マ
と
し
、
法
律

上
の
義
務
や
社
員
個
人
の
た
め
だ
け

で
は
な
く
、
企
業
に
と
っ
て
本
当
に

意
義
あ
る
両
立
支
援
の
在
り
方
と
は

何
か
を
探
る
こ
と
と
し
た
。
制
度
を

運
用
す
る
現
場
管
理
職
や
利
用
す
る

個
人
へ
の
取
材
、
企
業
事
例
な
ど
を

通
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。
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両
立
支
援
を
活
躍
に
つ
な
げ
る
上
で
の

３
つ
の
課
題

多
く
の
大
手
企
業
で
両
立
支
援
制
度
が
整

備
さ
れ
、
制
度
内
容
も
充
実
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
そ
う
い
う
企
業
に
お
い
て
も
、

女
性
社
員
が
出
産
・
育
児
を
機
に
補
助
的
な

業
務
に
移
っ
た
り
す
る
ケ
ー
ス
は
ま
だ
多
く
、

必
ず
し
も
制
度
が
女
性
の
活
躍
に
寄
与
し
て

い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
少
子
化
が
進
む
中
、

女
性
を
中
核
的
な
戦
力
と
し
て
育
成
し
て
い

か
な
け
れ
ば
将
来
的
に
企
業
の
戦
力
ダ
ウ
ン

は
免
れ
ま
せ
ん
の
で
、
女
性
の
活
躍
に
つ
な

が
る
両
立
支
援
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
く
る

で
し
ょ
う
。
現
在
の
両
立
支
援
を
女
性
の
活

躍
に
つ
な
げ
る
上
で
、
解
決
す
べ
き
主
な
課

題
と
し
て
、「
組
織
の
在
り
方
」「
管
理
職
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
」「
社
会
の
価
値
観
」
の

３
点
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

我が国の育児両立支援の歩みを振り返ると、1986
年の男女雇用機会均等法施行により男女の機会平
等が目指され、2000年代には少子化対策の側面か
ら各社が制度を一気に整えた経緯がある。しかし、
2010年代に入り、両立支援制度を整えて産後・育
休後も女性社員が定着してきたにも関わらず、十
分活躍できていない現実に直面し、制度の見直し
を図る企業が出始めた。「両立支援と活躍推進は両
輪」と主張する松浦民恵准教授に、現状の課題と
今後の解決策を聞いた。

日本における現状の課題

社会の価値観
育児と家事にかける時間的負担の男女差が大きい

6h

1212
1

1h

組織の在り方
引き継ぎ文化がないなど、マネジメントが硬直的

時間的な制約がある部下にも
仕事を割り振れるように訓練されていない

管理職のマネジメント能力

Tamie Matsuura

K E Y  P E R S O N

日本生命、東京大学社会科学研究所、ニッセイ基礎研究所を経て、
2017年4月より現職。2010年学習院大学経済学研究科博士後期課程
単位取得退学。博士（経営学）。専門は人的資源管理論。主な著書に『営
業職の人材マネジメント 4類型による最適アプローチ』（中央経済社）
など。

松浦 民恵氏　
法政大学 キャリアデザイン学部 准教授

活躍推進と両輪で進めてこそ
企業・個人双方に意味のある育児両立支援になる
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い
つ
で
も
ど
こ
で
も
対
応
し
、
一
人
で

仕
事
を
や
り
き
る
ス
タ
イ
ル
を
や
め
る

「
組
織
の
在
り
方
」
に
関
す
る
課
題
と
は
、

日
本
特
有
の
硬
直
的
な
職
場
風
土
を
指
し
ま

す
。
例
え
ば
ア
メ
リ
カ
、
E
U
諸
国
な
ど
の

欧
米
企
業
で
は
、
家
庭
の
事
情
等
の
た
め
に
、

仕
事
を
途
中
で
別
の
担
当
者
に
引
き
継
い
だ

り
、
先
延
ば
し
に
し
た
り
す
る
こ
と
が
比
較

的
受
容
さ
れ
や
す
い
風
土
が
あ
り
ま
す
が
、

日
本
で
は
抵
抗
を
感
じ
る
人
が
多
い
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
日
本
に
お
い
て
は
、
仕
事
の

た
め
に
い
つ
で
も
ス
タ
ン
バ
イ
で
き
て
い
る

人
材
が
主
に
活
用
・
評
価
さ
れ
、
社
員
自
身

も「
い
ざ
と
い
う
時
を
含
め
、
最
後
ま
で
自

分
で
対
応
し
な
い
の
は
無
責
任
」
と
感
じ
が

ち
で
す
。
こ
の
よ
う
に
自
己
完
結
型
が
良
し

と
さ
れ
る
働
き
方
が
主
流
で
は
、
時
間
的
制

約
が
あ
る
人
材
が
、
育
児
な
ど
の
家
庭
事
情

と
両
立
し
な
が
ら
仕
事
で
も
活
躍
す
る
こ
と

は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

時
間
的
制
約
が
あ
る
部
下
を

管
理
職
が
ど
う
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
か

こ
う
し
た
組
織
課
題
の
解
決
の
カ
ギ
と
な

る
の
が「
管
理
職
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
」で

す
。
と
こ
ろ
が
管
理
職
に
占
め
る
男
性
割
合

は
約
９
割
と
女
性
に
比
べ
て
圧
倒
的
に
高
く
、

男
性
上
司
の
中
に
は
ま
だ
ま
だ
伝
統
的
な
性

別
役
割
分
業
の
意
識
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
人

が
多
い
の
が
現
状
で
す
。
例
え
ば
、
女
性
は

家
庭
優
先
、
サ
ポ
ー
ト
業
務
が
得
意
と
い
う

思
い
込
み
か
ら
補
助
的
な
仕
事
を
女
性
に
与

え
る
タ
イ
プ
や
、
本
人
の
意
向
も
聞
か
ず
に

「
子
ど
も
が
小
さ
い
な
ら
早
く
帰
っ
て
あ
げ

な
さ
い
」
と
必
要
な
場
面
で
も
挑
戦
的
な
仕

事
を
任
せ
ら
れ
な
い
過
保
護
タ
イ
プ
が
散
見

さ
れ
ま
す
。
そ
も
そ
も
女
性
の
部
下
を
持
っ

た
経
験
が
な
い
た
め
、
何
も
働
き
か
け
ら
れ

な
い
と
い
っ
た
放
置
タ
イ
プ
も
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
管
理
職
は「
い
つ
で
も

ス
タ
ン
バ
イ
し
て
く
れ
て
い
る
部
下
」
に
思

い
つ
い
た
時
に
仕
事
を
頼
め
ま
し
た
が
、
今

後
は
そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。
短
時
間
勤
務
の

部
下
を
含
め
、
多
様
な
人
材
の
成
長
を
促
す

た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
よ
り
向
上
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
一
例
で
す
が

最
近
、
育
児
中
の
女
性
部
下
と
管
理
職
を
ペ

ア
で
研
修
に
参
加
さ
せ
る
企
業
が
増
え
て
い

ま
す
。
両
立
や
活
躍
を
テ
ー
マ
に
じ
っ
く
り

対
話
す
る
機
会
を
設
け
、
お
互
い
日
頃
話
せ

な
か
っ
た
こ
と
を
話
し
合
う
こ
と
で
、
先
述

の
よ
う
な
思
い
込
み
や
過
保
護
、
放
置
の
課

題
を
解
決
で
き
る
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

家
事
・
育
児
分
担
の
見
直
し
と
柔
軟
な

働
き
方
が
両
立
を
左
右
す
る

３
つ
目
の「
社
会
の
価
値
観
」
の
課
題
は
、

家
庭
に
お
け
る
家
事
・
育
児
分
担
の
偏
り
と

い
う
形
で
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
、

未
就
学
児
を
持
つ
共
働
き
夫
婦
の
場
合
、
育

児
や
家
事
に
費
や
す
時
間
は
、
男
性
で
は
長

く
て
も
約
１
時
間
な
の
に
対
し
、
女
性
は
約

６
時
間
と
、
圧
倒
的
な
差
が
あ
り
ま
す（
※
）。

夫
に「
協
力
し
て
ほ
し
い
」と
言
え
な
い
女
性

も
多
く
い
ま
す
。
企
業
が
関
与
し
に
く
い
領

域
の
課
題
で
す
が
、
最
近
で
は
女
性
社
員
が

夫
と
と
も
に
参
加
す
る
育
児
休
業
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
い
る
企
業
も
あ
り
ま
す
。
女
性

社
員
の
社
内
に
お
け
る
重
要
性
や
、
育
児
・

家
事
の
分
担
の
必
要
性
な
ど
を
、
上
司
や
人

事
担
当
者
が
夫
に
対
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

企
業
努
力
は
今
や
、そ
こ
ま
で
の
段
階
に
入
っ

て
い
る
の
で
す
。
な
お
、
欧
米
で
は
、
会
社

で
の
仕
事
を
一
度
切
り
上
げ
て
家
族
と
夕
食

を
食
べ
た
後
自
宅
で
働
く
人
、
朝
早
く
出
勤

し
て
早
く
帰
る
人
、
育
児
を
優
先
し
て
家
事

の
一
部
は
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
す
る
人
な
ど
、

柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
る
環
境
の
中
で
、
優

先
順
位
を
付
け
て
効
率
的
に
働
く
事
例
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。
日
本
で
も
参
考
に
で
き
る

部
分
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
少
し
の
背
伸
び
」が
確
実
に

両
立
支
援
と
活
躍
を
実
現
さ
せ
る

実
効
性
の
あ
る
両
立
支
援
・
女
性
活
躍
推

進
の
進
め
方
と
し
て
私
が
お
す
す
め
す
る
の

は
、「
少
し
の
背
伸
び
」
に
よ
る
ロ
ー
ル
モ
デ

ル
づ
く
り
で
す
。
突
然
、
女
性
管
理
職
割
合

の
目
標
を
高
く
掲
げ
、
実
態
と
合
わ
な
い
運

用
を
し
て
も
効
果
は
伴
わ
ず
、
む
し
ろ
弊
害

が
生
ま
れ
ま
す
。
両
立
支
援
を
行
い
な
が
ら
、

社
内
を
よ
く
見
回
し
、
女
性
た
ち
に
少
し
背

伸
び
し
た
成
長
の
機
会
を
与
え
続
け
る
ほ
う

が
、
身
近
な
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
が
増
え
、
着
実

に
両
立
し
な
が
ら
の
活
躍
は
進
む
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ

せ
て
柔
軟
に
元
の
雇
用
管
理
区
分
に
戻
れ
る

こ
と
と
セ
ッ
ト
で
、
時
に
は
労
働
条
件
の
低

下
を
伴
う
雇
用
管
理
区
分
の
変
更
も
、
多
様

な
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
認
め
て
い
く
べ
き

で
し
ょ
う
。

今
後
は
、
育
児
と
の
両
立
だ
け
で
な
く
、

介
護
に
よ
っ
て
制
約
を
受
け
る
人
も
増
え
て

き
ま
す
。
社
員
の
両
立
支
援
・
活
躍
推
進
の

た
め
の
地
道
な
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く

こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
に
な
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※　総務省「社会生活基本調査」（2011年）より
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育児中社員を持つ
 現場上司の本音

覆面座談
会

ここがつらいよ

女性の出産・育児とキャリアの両立支援について反対する人はいないだろう。
実際、育児支援に関する制度は拡充されてきたが、本音ベースでは子どもを
産む本人、フォローする同僚、企業でそれぞれ不満が募っている。ポリティカ
ル・コレクトネスの世界で表立って批判をされることが少ない仕事と育児の両
立支援をめぐる現状について、今回は産休・育休の部下を持った経験のある
マネジャーを招き、職場の直面する課題について覆面座談会を行った。

音本 

中堅金融会社勤務の男性。本社にお
いて、専門性の高い部門でマネジャー
として10名弱のチームを率いている。
２年前に１人、部下が産休・育休に入
り職場を離れたのに続き、最近別の１
人が産休入りした。その業務はほぼ自
分が肩代わりしているため、週末も働
かざるを得ない状況になっている。

大手食品メーカー勤務の女性。主に
マーケティング、広報の分野でキャリ
アを積み、80人規模のマーケティン
グ部門においてマネジャーを務めた後、
現在は別部門へ異動。マーケティン
グ部門では最も多いときで12人ほど産
休・育休取得者が出て、チーム運営
に非常に苦労した経験を持つ。

大手機械メーカー勤務の男性。巨大組
織の中でＩＴ関係の業務に従事し、この
春に異動した部門において最近、産休・
育休明けの部下が２名復帰してきたと
ころである。勤務している企業では育児
両立支援制度やダイバーシティ施策に力
を入れているが、一方で人員を削減す
る施策も進んでおり矛盾を感じている。

Aさん Bさん Cさん

9

産
休
す
る
部
下
を

持
つ
管
理
職
の
悩
み

櫻
井
　
ま
ず
は
現
在
の
職
責
や
組
織

の
大
き
さ
、
産
休
・
育
休
の
部
下
に

関
す
る
経
験
を
教
え
て
下
さ
い
。

A
さ
ん
　
当
社
は
金
融
事
業
を
営
む

１
０
０
０
人
規
模
の
組
織
で
、
私
は

本
社
の
あ
る
専
門
的
な
部
門
で
10
人

弱
の
部
下
を
持
っ
て
い
ま
す
。
ち
ょ

う
ど
今
月
か
ら
１
人
産
休
に
入
っ
た

の
で
す
が
、
こ
の
人
は
前
に
別
の
産

休
者
が
出
た
と
き
に
募
集
を
か
け
て

採
用
し
た
社
員
な
ん
で
す
。
採
用
し

た
時
の
年
齢
が
30
代
前
半
だ
っ
た
の

で
今
回
の
産
休
は
想
定
内
で
は
あ
る

の
で
す
が
、
ま
た
１
人
戦
力
を
失
っ

た
感
じ
で
す
。

櫻
井
　
産
休
・
育
休
が
終
わ
っ
た
社

員
は
、
元
の
部
門
へ
戻
っ
て
こ
な
い

の
で
す
か
。

A
さ
ん
　
戻
っ
て
く
る
保
証
は
あ
り

ま
せ
ん
。
以
前
、
産
休
・
育
休
か
ら

復
帰
し
た
人
も
、
専
門
的
な
職
種
な

の
で
私
と
し
て
は
復
帰
を
望
ん
だ
の

で
す
が
、
会
社
の
意
向
と
し
て
営
業

へ
の
配
置
換
え
と
な
り
ま
し
た
。
成

長
過
程
に
あ
る
会
社
な
の
で
、
ど
う

し
て
も
営
業
に
異
動
し
て
ほ
し
い
と

い
う
こ
と
で
。

B
さ
ん
　
私
は
こ
れ
ま
で
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
や
広
報
業
務
を
担
当
し
て

き
ま
し
た
。
以
前
い
た
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
の
部
署
は
80
人
近
い
大
所
帯
で
、

そ
の
う
ち
半
分
が
女
性
で
し
た
。
年

齢
的
に
も
ち
ょ
う
ど
出
産
期
に
重
な

る
人
が
多
く
、
一
番
多
い
と
き
で
12

人
ほ
ど
産
休
・
育
休
に
入
っ
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
幸
い
、
男
女
を
差
別

し
な
い
社
風
な
の
で
一
般
的
な
企
業

と
比
べ
れ
ば
違
和
感
な
く
産
休
・
育

休
を
受
け
入
れ
る
雰
囲
気
は
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
だ
け
多
い
と
組
織
と
し

て
危
機
感
を
持
つ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

櫻
井
　
休
業
中
の
交
代
要
員
は
ど
う

し
て
い
ま
す
か
。

B
さ
ん
　
補
充
は
し
ま
す
が
、
休
業

す
る
人
と
同
じ
能
力
を
持
っ
た
人
が

来
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
ど
う
し
て

も
戦
力
ダ
ウ
ン
に
な
り
ま
す
ね
。
で

す
か
ら
産
休
・
育
休
社
員
へ
の
支

援
だ
け
で
な
く
、
休
む
人
の
業
務
を

代
替
で
き
る
次
代
の
人
材
を
育
成
し
、

組
織
と
し
て
層
を
厚
く
す
る
こ
と
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

櫻
井
　
産
休
・
育
休
か
ら
復
帰
す
る

時
は
元
の
職
場
に
戻
れ
る
の
で
す
か
。

B
さ
ん
　
そ
こ
は
本
人
と
話
し
合
い

を
し
っ
か
り
し
て
検
討
し
ま
す
。
人

事
か
ら
も
手
順
等
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
は

あ
る
の
で
産
休
前
後
に
面
接
す
る
の

は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
後
も
電
話
や

メ
ー
ル
で
や
り
取
り
を
し
ま
す
。
人

生
に
は
い
ろ
い
ろ
な
選
択
肢
が
あ
り
、

子
育
て
に
集
中
し
た
い
人
も
い
れ
ば

早
く
職
場
復
帰
し
た
い
人
も
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
験
か
ら
は
、
個
人
に

よ
る
そ
の
違
い
を
正
し
く
把
握
し
て

対
応
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
学
び
ま

し
た
。

櫻
井
　
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
話
し
合

い
な
の
で
し
ょ
う
。

B
さ
ん
　
産
休
に
入
る
前
の
面
接

で
は
必
ず「
こ
れ
か
ら
の
人
生
設
計

を
、
自
分
自
身
、
家
庭
、
会
社
の
視

点
で
考
え
て
み
て
」
と
投
げ
か
け
ま

す
。
産
休
で
急
に
環
境
が
変
わ
り
本

人
も
戸
惑
っ
て
い
る
中
で
、
ど
う
サ

ポ
ー
ト
し
て
あ
げ
れ
ば
よ
い
の
か
を

知
り
た
い
の
で
。
そ
う
い
う
投
げ
か

け
方
を
す
る
と「
こ
の
３
年
は
家
庭

に
集
中
し
た
い
」
と
い
う
人
も
い
れ

ば
、「
全
部
同
じ
バ
ラ
ン
ス
で
や
り

た
い
」
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
そ
し

て
い
つ
帰
っ
て
き
た
い
の
か
、
本
人

の
意
思
を
明
確
に
さ
せ
ま
す
。
そ
う

し
な
い
と
お
互
い
に
プ
ラ
ン
が
立
て

ら
れ
な
い
し
、
復
帰
時
期
を
ず
る
ず

る
延
長
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
組
織
と
し
て
も
良
く
な

い
の
で
、
復
帰
時
期
の
意
思
表
示
を

本
人
の
責
任
で
は
っ
き
り
さ
せ
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

C
さ
ん
　
私
は
現
在
所
属
し
て
い
る

部
門
に
こ
の
春
か
ら
異
動
に
な
り
、

最
近
、
産
休
・
育
休
明
け
の
社
員
が

２
名
戻
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
当

社
で
は
国
の
方
針
を
受
け
て
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
を
し
っ
か
り
や
る
と
い

う
方
向
性
が
打
ち
出
さ
れ
て
お
り
、

産
休
・
育
休
制
度
は
か
な
り
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
と
に
か
く
本

人
が
申
請
す
れ
ば
１
０
０
％
希
望

を
か
な
え
ま
す
と
い
う
部
分
が
あ
っ

て
、
復
帰
時
期
は
本
人
と
面
談
し
て
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決
め
ま
す
が
、
保
育
園
に
入
れ
な
い

か
ら
と
い
っ
た
理
由
で
申
請
が
あ
る

と「
じ
ゃ
あ
１
年
延
長
し
ま
し
ょ
う
」

と
簡
単
に
延
長
さ
れ
る
。
ち
ょ
っ
と

本
人
に
対
し
て
甘
い
の
で
は
、
と
感

じ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

櫻
井
　
復
帰
し
て
き
た
方
の
現
状
は

い
か
が
で
す
か
。

C
さ
ん
　
私
の
直
属
の
部
下
が
産
ん

だ
の
は
３
人
目
の
子
供
で
、「
こ
の
７

年
間
の
う
ち
４
年
間
く
ら
い
休
ん
で

い
る
か
ら
自
分
の
キ
ャ
リ
ア
が
心
配

だ
」
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
本
人
は

す
ご
く
や
る
気
が
あ
り
ま
す
。
も
う

３
回
産
休
・
育
休
を
取
っ
て
い
る
の

で
い
ろ
い
ろ
慣
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
っ
て
、
休
む
と
き
も
き
ち
ん
と
調

整
し
て
い
き
ま
す
。
な
の
で
、
私
は

被
害
に
は
遭
わ
ず
に
済
ん
で
い
ま
す
。

“
被
害
”
を
受
け
る
職
場
、

受
け
な
い
職
場

櫻
井
　
い
ま“
被
害
”と
い
う
言
葉
が

出
ま
し
た
。
揚
げ
足
を
取
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
皆
さ
ん
の
部
下

が
妊
娠
し
産
休
に
入
る
と
聞
い
た
と

き
、
最
初
に
生
ま
れ
る
の
は
ど
ん
な

感
情
で
す
か
。

A
さ
ん
　
日
頃
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
な
か
で
お
子
さ
ん
が

欲
し
い
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
知
っ

て
い
た
の
で
、
私
は
素
直
に
嬉
し
い

と
思
い
ま
し
た
。
た
だ
、
う
ち
の

部
署
は
人
が
少
な
い
の
で
当
面
、
そ

の
人
の
仕
事
は
私
が
被
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
彼
女
の
仕
事
を
平
日
や
り
、

週
末
に
自
分
の
仕
事
を
し
な
け
れ
ば

回
ら
な
い
の
で
、
労
働
基
準
法
の
面

で
も
厳
し
い
状
況
で
す
。
だ
か
ら
被

害
と
い
え
ば
ま
さ
に
被
害
を
受
け
て

は
い
ま
す
が
、
部
下
に
は
そ
の
姿
は

見
せ
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

C
さ
ん
　
う
ち
の
場
合
、
事
務
を
担

当
し
て
い
る
女
性
が
産
休
に
入
る
と

き
は
新
た
に
採
用
し
た
り
他
部
署
か

ら
誰
か
や
っ
て
来
て
仕
事
を
し
て
く

れ
る
の
で
、
被
害
と
い
う
感
じ
は
な

く「
お
め
で
と
う
、
じ
ゃ
あ
ま
た
ね
」

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
総
合
職
で

キ
ャ
リ
ア
を
目
指
し
て
い
る
人
の
場

合
、
休
職
中
は
誰
か
が
そ
の
仕
事
を

や
る
か
、
部
署
全
体
で
カ
バ
ー
し
な

け
れ
ば
い
け
な
く
な
る
の
で
、皆「
お

め
で
と
う
」と
は
言
い
な
が
ら「
こ
の

仕
事
、
誰
が
や
る
ん
だ
」「
ど
の
部

署
に
振
ろ
う
か
」
な
ど
の
方
に
目
が

向
き
が
ち
に
は
な
り
ま
す
。
た
だ
上

司
一
人
が
被
る
の
で
は
な
く
、「
こ

う
い
う
ふ
う
に
効
率
化
し
よ
う
」
と

対
策
し
て
い
く
風
土
が
あ
る
の
で
、

特
定
の
個
人
の
負
担
が
重
く
な
る
こ

と
は
そ
ん
な
に
な
い
と
思
い
ま
す
。

B
さ
ん
　
妊
娠
、
出
産
と
聞
い
て
ま

ず
思
う
の
は
、
チ
ー
ム
に
と
っ
て
の

転
換
ポ
イ
ン
ト
だ
な
と
。
も
ち
ろ
ん

仲
間
と
し
て
は
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
、

本
人
に
も
そ
う
伝
え
ま
す
が
、
１

人
急
に
抜
け
る
こ
と
を
周
り
の
メ
ン

バ
ー
が
ど
う
受
け
止
め
る
か
。「
誰

か
に
し
わ
寄
せ
が
及
ぶ
の
で
は
な
い

か
」
と
多
か
れ
少
な
か
れ
感
じ
る
は

ず
で
す
よ
ね
。
従
っ
て
、マ
ネ
ジ
ャ
ー

と
し
て
は
そ
の
人
が
産
休
で
抜
け
た

後
、
チ
ー
ム
を
ど
う
運
営
し
て
い
く

の
か
を
皆
に
い
ち
早
く
示
す
必
要
が

あ
る
と
感
じ
ま
す
。

櫻
井
　
妊
娠
し
産
休
に
入
る
部
下
を

持
っ
た
と
き
、
会
社
や
人
事
か
ら
の

支
援
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

A
さ
ん
　 

聞
け
ば「
制
度
は
あ
り
ま

す
」
と
は
言
い
ま
す
が
、
会
社
や
人

事
か
ら
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
と
い

う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

C
さ
ん
　
各
種
説
明
会
が
あ
り
ま
す
。

来
月
も
職
場
に
復
帰
し
た
部
下
を
持

つ
管
理
職
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
が
あ
っ

て
、
復
帰
し
た
本
人
と
一
緒
に
出
席

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
産

休
に
入
る
前
も
い
ろ
い
ろ
説
明
を
受

け
ま
す
し
、
総
務
部
か
ら
ち
ゃ
ん
と

や
っ
て
い
る
か
の
チ
ェ
ッ
ク
も
入
り

ま
す
。

櫻
井
　「
こ
う
い
う
内
容
に
つ
い
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
な
さ
い
」

と
提
示
さ
れ
て
い
る
？

C
さ
ん
　
そ
う
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
内
容
は
部
長
に
報
告

し
、
部
長
か
ら
総
務
部
に
も
報
告
が

い
き
ま
す
。
そ
う
い
う
ル
ー
ル
は

き
っ
ち
り
し
て
い
ま
す
。

B
さ
ん
　
面
接
時
の
注
意
事
項
や
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
、
あ
る
と
い
え
ば
あ
る

の
で
す
が
、
あ
く
ま
で
も
ガ
イ
ド
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で
あ
り
、
細
か
い
運
用
は
各
マ
ネ

ジ
ャ
ー
の
裁
量
に
任
さ
れ
て
い
る
の

が
現
実
で
、
う
ま
く
い
っ
た
例
を
共

有
す
る
よ
う
な
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
。

櫻
井
　
そ
れ
だ
と
上
司
に
よ
っ
て
対

応
の
ば
ら
つ
き
が
出
ま
す
ね
。
部
下

に
と
っ
て
は
運
の
良
し
悪
し
が
生
ま

れ
て
し
ま
う
。

B
さ
ん
　
確
か
に
ば
ら
つ
き
は
出
ま

す
。
そ
の
辺
を
ど
う
す
る
か
が
今
後

の
会
社
・
人
事
の
課
題
だ
と
思
い
ま

す
。

A
さ
ん
　
最
低
限
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

あ
っ
て
欲
し
い
で
す
ね
。
手
順
が
す

べ
て
で
は
な
い
で
す
が
、
産
休
・
育

休
を
取
る
と
き
の
手
順
は
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
厳
し
い

同
僚
の
目

櫻
井
　
育
休
か
ら
復
帰
し
て
、
フ
ル

タ
イ
ム
で
は
な
く
時
短
で
働
く
人
も

い
る
と
思
い
ま
す
。
時
短
勤
務
の
人

が
働
き
方
で
肩
身
の
狭
い
思
い
を
感

じ
る
局
面
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

B
さ
ん
　「
私
は
早
く
帰
ら
せ
て
も

ら
っ
て
い
る
の
で
」
と
い
う
表
現
は

し
ま
す
ね
。
や
は
り
組
織
で
動
い
て

い
て
、
事
業
を
や
っ
て
い
る
の
で
そ

う
感
じ
る
の
は
自
然
だ
と
私
は
思
い

ま
す
。
ま
た
、
７
時
間
で
出
す
ア
ウ

ト
プ
ッ
ト
と
５
時
間
で
出
す
ア
ウ
ト

プ
ッ
ト
の
量
が
違
え
ば
、
そ
の
差
を

考
慮
し
て
評
価
し
ま
す
。
一
方
、
時

短
勤
務
の
人
は
時
間
生
産
性
が
上
が

る
場
合
が
多
く
、
そ
の
仕
事
ぶ
り
、

成
長
ぶ
り
は
尊
敬
に
値
し
ま
す
。
と

は
い
え
、
ど
う
し
て
も
突
発
事
項
へ

の
対
応
で
は
差
が
出
て
し
ま
う
の
で
、

そ
の
時
は
き
ち
ん
と
誰
か
に
お
願
い

す
る
こ
と
。
そ
し
て
い
つ
か
逆
の
立

場
に
な
っ
た
と
き
、
フ
ォ
ロ
ー
し
て

あ
げ
る
こ
と
。
そ
う
し
た
ら
長
い
目

で
見
て
フ
ェ
ア
で
い
ら
れ
る
よ
ね
、

と
い
う
話
を
し
て
い
ま
す
。

櫻
井
　
産
休
・
育
休
を
取
得
す
る
同

僚
が
出
た
と
き
、
男
性
や
女
性
、
既

婚
者
や
未
婚
者
な
ど
属
性
の
違
い
で

受
け
止
め
方
に
差
を
感
じ
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。

C
さ
ん
　
個
人
差
が
大
き
い
で
す
。

以
前
、育
休
か
ら
復
帰
す
る
人
が「
自

宅
近
く
の
事
業
所
に
勤
務
し
た
い
」

と
希
望
し
た
の
で
私
が
総
務
と
か
け

あ
っ
た
り
一
生
懸
命
動
い
て
い
た
ら
、

未
婚
女
性
の
部
下
か
ら「
な
ぜ
そ
の

人
の
こ
と
ば
か
り
一
生
懸
命
や
る
ん

だ
」と
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

同
性
の
ほ
う
が
厳
し
い
目
で
き
つ
い

こ
と
を
言
う
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

櫻
井
　
自
分
は
構
っ
て
も
ら
え
て
い

な
い
の
に
な
ぜ
、
と
い
う
こ
と
な
ん

で
し
ょ
う
か
。

C
さ
ん
　
こ
の
件
に
関
し
て
は
そ
う

で
す
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
け
っ
こ

う
言
わ
れ
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

B
さ
ん
　
確
か
に
私
の
部
署
で
も
多

く
の
女
性
社
員
が
産
休
に
入
っ
て

い
っ
た
時
期
に
、
他
の
女
性
社
員
た

ち
が「
忙
し
い
毎
日
か
ら
い
っ
た
ん

離
れ
る
こ
と
が
で
き
て
い
い
な
あ

…
」
と
い
う
感
じ
で
見
て
い
る
雰
囲

気
が
正
直
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
見

て
い
た
男
性
社
員
は「
女
子
は
い
い

よ
な
あ
…
」と
い
う
感
じ
で
し
た
。

C
さ
ん
　
女
性
は
産
休
・
育
休
を
取

る
の
が
当
た
り
前
と
い
う
雰
囲
気
が

で
き
て
い
ま
す
が
、
問
題
は
男
性
が

育
休
を
取
得
し
た
と
き
で
す
。
実
際

に
取
得
し
た
人
を
２
、３
人
知
っ
て

い
ま
す
が
、
や
は
り
周
囲
の
風
当
た

り
が
非
常
に
厳
し
く
て
、「
女
性
は

普
通
に
取
得
し
て
い
る
の
に
、
な
ぜ

男
性
が
育
休
制
度
を
利
用
す
る
と
こ

ん
な
に
風
当
た
り
が
厳
し
い
ん
だ

ろ
う
」と
皆
さ
ん
言
っ
て
い
ま
す
ね
。

「
奥
さ
ん
が
休
め
ば
い
い
だ
ろ
う
」と

も
ろ
に
言
わ
れ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う

で
す
し
、
取
得
す
る
人
の
男
女
の
違

い
も
周
囲
の
受
け
止
め
方
に
差
を
生

ん
で
い
ま
す
。

B
さ
ん
　
確
か
に
男
性
の
育
休
取
得

の
ほ
う
が
周
囲
は
厳
し
い
で
す
よ
ね
。

私
の
近
く
に
も
い
ま
す
が
、「
あ
い

つ
、
突
然
い
な
く
な
っ
た
」
み
た
い

に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
感
じ
は
あ

り
ま
す
ね
。

櫻
井
　
日
本
の
社
会
に
お
い
て
は
、

男
性
の
育
休
取
得
は
す
で
に
あ
る
程

度
キ
ャ
リ
ア
を
諦
め
て
い
る
か
、
育

児
の
た
め
に
は
諦
め
る
こ
と
を
厭
わ

な
い
人
で
な
け
れ
ば
取
れ
な
い
と
い

う
風
潮
が
ま
だ
あ
り
ま
す
ね
。
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C
さ
ん
　
そ
こ
ま
で
の
覚
悟
が
な
け

れ
ば
、
と
い
う
と
こ
ろ
は
確
か
に
あ

り
ま
す
ね
。

困
る
の
は
上
司
の
自
分
が

男
性
で
あ
る
こ
と

櫻
井
　
過
去
、
両
立
支
援
に
関
わ
る

仕
組
み
の
中
で
「
制
度
の
悪
用
で
は

な
い
か
」、
あ
る
い
は
「
こ
れ
は
困
っ

た
」と
い
う
事
例
は
あ
り
ま
す
か
。

B
さ
ん
　
自
分
で
こ
の
時
期
に
戻
っ

て
く
る
と
言
っ
て
お
き
な
が
ら
も
う

少
し
、
も
う
少
し
と
復
帰
時
期
を
延

長
す
る
人
。
こ
れ
は
非
常
に
良
く
な

い
と
思
い
ま
す
。
本
当
に
保
育
園

に
入
れ
な
く
て
、
と
い
う
ケ
ー
ス
も

多
い
の
で
一
概
に
は
言
え
ま
せ
ん
が
、

自
分
自
身
の
意
思
を
曖
昧
に
し
て
ぎ

り
ぎ
り
ま
で
理
由
を
つ
け
て
延
長
す

る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
を
さ
れ
る
と
チ
ー
ム
と
し
て
計

画
が
立
て
ら
れ
な
く
な
る
の
で
一
番

困
り
ま
す
。

A
さ
ん
　
困
っ
た
こ
と
と
い
え
ば
、

私
が
男
で
あ
る
こ
と
で
す
。
つ
ま
り

聞
き
た
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
ど
こ

ま
で
聞
い
て
い
い
の
か
が
わ
か
ら
な

い
。
そ
れ
が
す
ご
く
困
り
ま
し
た
。

櫻
井
　
た
と
え
ば
、
ど
う
い
う
こ
と

で
す
か
。

A
さ
ん
　「
い
つ
生
ま
れ
る
の
」
と

か「
い
ま
の
調
子
は
ど
う
」と
か
、
す

べ
て
に
お
い
て
聞
き
に
く
い
で
す
ね
。

だ
か
ら
近
く
に
い
る
総
務
部
の
年
配

の
女
性
に
お
願
い
し
て
聞
い
て
も

ら
っ
た
り
し
ま
し
た
。

C
さ
ん
　
最
近
は
あ
ま
り
聞
き
ま
せ

ん
が
、
制
度
を
少
し
で
も
う
ま
く

使
っ
て
や
ろ
う
と
い
う
人
が
必
ず
い

る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
そ
う
い
う
人

は
産
休
・
育
休
を
２
回
く
ら
い
取
得

し
て
、
結
局
復
帰
せ
ず
に
辞
め
て
し

ま
っ
た
り
す
る
。
産
休
・
育
休
に
限

ら
ず
、
制
度
を
使
っ
て
何
も
貢
献
し

な
い
で
そ
の
ま
ま「
さ
よ
う
な
ら
」を

さ
れ
る
と
一
番
困
り
ま
す
。

櫻
井
　
私
は
先
ほ
ど「
悪
用
」と
言
い

ま
し
た
が
、
本
当
に
そ
う
言
っ
て
よ

い
の
か
腹
が
決
ま
ら
な
い
ま
ま
使
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
な
ぜ
み
ん
な

「
悪
用
」
と
感
じ
る
の
か
、
と
も
思
い

ま
す
。
制
度
通
り
に
や
っ
て
い
る
し
、

良
し
悪
し
は
別
と
し
て
日
本
で
は
男

性
は
外
で
働
き
、
女
性
は
育
児
と
い

う
価
値
観
は
い
ま
だ
に
強
く
残
っ
て

い
る
わ
け
で
す
か
ら
。

B
さ
ん
　
同
じ
状
況
で
も
悪
用
と
思

わ
れ
る
と
き
と
そ
う
で
な
い
と
き
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
保
育
園
が
ど
う

し
て
も
見
つ
か
ら
ず
育
休
を
延
長
す

る
よ
う
な
人
を
悪
用
と
言
う
べ
き
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
自
身
の
意

思
が
曖
昧
な
ま
ま
に
何
と
な
く
理
屈

を
つ
け
て
育
休
を
延
長
す
る
人
は
悪

用
だ
と
思
い
ま
す
。

C
さ
ん
　
も
と
も
と
戻
っ
て
く
る
気

は
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
う

こ
と
は
あ
り
ま
す
。
会
話
の
仕
方
で

そ
う
感
じ
る
人
は
た
ま
に
い
ま
す
よ
。

B
さ
ん
　
育
休
だ
け
で
は
制
度
が
不

完
全
で
、
や
は
り
１
回
会
社
を
辞
め

て
、
本
気
に
な
っ
た
ら
復
帰
の
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
よ
う
な
制
度
も
つ
く
っ

た
ほ
う
が
フ
ェ
ア
な
気
が
し
ま
す
。

そ
う
す
れ
ば
、
迷
っ
た
ら
１
回
辞

め
る
と
い
う
選
択
が
で
き
る
ん
で

す
よ
ね
。

志
向
す
る
キ
ャ
リ
ア
で

扱
い
を
区
別
せ
よ

櫻
井
　
い
ろ
い
ろ
な
お
話
が
出
ま
し

た
が
、
間
違
い
な
く
両
立
支
援
は
必

要
で
す
。
企
業
は
国
が
決
め
た
か
ら

仕
方
な
く
や
る
の
で
は
な
く
、
事
業

に
役
立
つ
と
思
っ
て
取
り
組
み
、
周

囲
の
人
も
不
公
平
感
を
持
た
ず
、
本

人
も
罪
悪
感
を
持
た
ず
に
済
む
育
児

支
援
制
度
に
す
る
に
は
何
が
必
要
で

し
ょ
う
か
。

B
さ
ん
　
教
育
だ
と
思
い
ま
す
。
妊

娠
し
て
突
然
考
え
出
す
の
で
は
本
人

も
周
り
も
遅
い
。
誰
か
が
抜
け
た
と

き
に
自
分
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
代
わ
り

に
、
自
分
が
抜
け
た
ら
誰
か
が
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
。「
迷
惑
を
か

け
て
悪
い
な
…
」
と
い
う
気
持
ち
が

「
チ
ー
ム
へ
の
感
謝
」
に
変
わ
る
と
、

組
織
と
し
て
も
良
い
方
向
に
変
わ
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。
思
想
教
育
で

は
な
い
で
す
が
、
そ
う
い
う
考
え
方
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を
早
い
う
ち
か
ら
浸
透
さ
せ
な
い
と

い
け
な
い
。
そ
れ
も
女
性
だ
け
に
限

定
せ
ず
。
　

櫻
井
　
今
後
は
介
護
と
の
両
立
支
援

も
増
え
て
く
る
で
し
ょ
う
が
、
介
護

す
る
人
が
増
え
た
ら
、
男
性
も
休
み

に
入
る
人
が
増
え
る
で
し
ょ
う
し
ね
。

B
さ
ん
　
私
に
出
産
経
験
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
い
つ
か
親
の
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
り
し
て
、
自
分
が
休
む
方

の
立
場
に
な
る
可
能
性
だ
っ
て
あ
る

ん
だ
と
は
考
え
ま
す
。

A
さ
ん
　
制
度
を
ど
う
運
用
す
る
か

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
つ
く
り
、
社
員
を

教
育
し
て
皆
が
共
通
認
識
を
持
つ
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
よ
ね
。

う
ち
は
ま
だ「
幹
部
社
員
か
ら
マ
タ

ハ
ラ
を
受
け
た
」
と
内
部
通
報
が
入

る
く
ら
い
な
の
で
、
産
休
・
育
休
、

そ
し
て
介
護
休
業
は
誰
に
も
必
要
に

な
る
と
の
共
通
認
識
づ
く
り
が
必
要

だ
と
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

C
さ
ん
　
う
ち
で
は
年
齢
が
30
歳
に

な
る
と
キ
ャ
リ
ア
面
談
が
あ
り「
ど

う
い
う
方
向
に
進
み
た
い
か
」
の
確

認
が
あ
る
の
で
す
が
、
も
っ
と
早
い

時
期
か
ら
上
司
と
面
談
を
行
い
、
そ

の
人
が
ど
ん
な
キ
ャ
リ
ア
を
目
指
し

て
い
る
人
な
の
か
を
会
社
側
が
見
て
、

こ
の
人
に
は
こ
う
い
う
制
度
を
適
用

で
き
る
、
適
用
で
き
な
い
と
判
断
し

て
い
っ
て
も
い
い
の
か
な
、
と
思
い

ま
す
。
私
の
事
業
部
は
人
員
を
絞
ら

れ
て
お
り
、
産
休
・
育
休
制
度
を
利

用
し
て
い
る
人
は
守
ら
れ
る
一
方
、

普
通
に
頑
張
っ
て
い
て
も
ち
ょ
っ
と

査
定
が
低
い
社
員
に
は「
申
し
訳
な

い
け
ど
…
」
と
い
う
事
態
が
生
じ
て

い
ま
す
。
個
人
的
な
意
見
で
す
が
、

そ
の
人
が
将
来
の
キ
ャ
リ
ア
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
産
休
・

育
休
制
度
の
利
用
者
に
も
も
う
少
し

厳
し
く
し
て
も
い
い
の
か
な
と
い
う

気
は
し
ま
す
。

人
事
が
も
う
一
歩

踏
み
込
む
こ
と
に
期
待

B
さ
ん
　
今
の
お
話
、
私
も
と
て
も

共
感
で
き
ま
す
。
制
度
は
一
律
で
平

等
に
見
え
ま
す
が
、
実
際
に
は
平
等

と
い
う
名
の
不
平
等
に
な
っ
て
い
ま

す
よ
ね
。
だ
か
ら
複
数
の
コ
ー
ス
を

つ
く
っ
た
り
し
て
、
差
別
で
は
な
く

区
別
は
つ
け
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
両
立
支
援
に
つ
い
て

政
府
は
上
辺
だ
け
美
辞
麗
句
を
並
べ
、

企
業
は
「
こ
ん
な
充
実
し
た
制
度
が

あ
り
ま
す
」
と
Ｐ
Ｒ
に
利
用
し
て
い

る
面
が
あ
り
ま
す
。
で
も
現
場
が
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
を
人
事
が
本
気

で
見
に
行
っ
て
、
課
題
を
捉
え
る
努

力
は
ま
だ
ま
だ
足
り
な
い
と
思
い
ま

す
。

A
さ
ん
　
美
辞
麗
句
と
い
え
ば
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
な
ん
て
ま
さ
に
そ
の
最

た
る
も
の
で
す
。
企
業
の
Ｐ
Ｒ
と
し

て
や
っ
て
い
る
だ
け
で
、
本
質
的
な

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
か
は
か

な
り
疑
問
で
す
。
う
ち
の
会
社
で
言

え
ば
、
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
を
掲
げ
な

が
ら
女
性
社
員
を
女
の
子
扱
い
し
て
、

責
任
を
持
た
せ
て
成
果
を
志
向
さ

せ
る
よ
う
な
仕
事
の
与
え
方
を
せ
ず
、

「
こ
の
く
ら
い
の
年
齢
、
社
歴
に
な
っ

た
か
ら
管
理
職
に
し
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
感
じ
。
要
は
女
性
な
ら
誰
で
も

い
い
ん
で
す
。

B
さ
ん
　 

確
か
に
、
う
ち
も
女
性

登
用
を
推
進
し
て
い
る
の
で
部
長
ク

ラ
ス
に
な
る
女
性
は
増
え
て
き
て
い

ま
す
が
、
男
性
か
ら
は「
女
子
枠
」と

揶
揄
さ
れ
る
側
面
も
あ
り
ま
す
。
そ

う
言
わ
れ
な
い
よ
う
に
女
性
は「
な

に
く
そ
」
と
真
剣
に
頑
張
ら
な
い
と

い
け
ま
せ
ん
ね
、
私
も
含
め
て
。

櫻
井
　
今
日
の
議
論
で
、
出
産
・

育
児
社
員
に
対
す
る
支
援
制
度
充

実
の
陰
で
、
本
来
両
輪
で
あ
る
は

ず
の
現
場
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の

支
援
が
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い
る
、

と
い
う
状
況
が
大
変
よ
く
わ
か
り

ま
し
た
。
皆
が
安
心
し
て
仕
事
と

育
児
を
両
立
で
き
る
社
会
と
な
る

た
め
に
は
、
今
後
そ
こ
に
注
力
し

な
い
と
い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
ね
。

み
な
さ
ん
、
率
直
な
ご
意
見
を
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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文中の「今の働き方満足度」は本人採点

制度充実が進む一方で、

運用にはまだまだ課題が多い育児休業施策。

実際に制度を利用した当事者は、

どう感じたのだろうか？

女性6人と、男性2人に胸の内を聞いた。

そこから見えてくる

運用のポイントと課題とは？

特 集

育休取得当事者が感じた実際

The Story of 

   Eight Families

15

は
じ
め
て
の
育
休
取
得
時
は

復
帰
で
き
る
か
が
不
安
、

復
帰
後
の
働
き
方
の
見
え
る
化
を

当
社
の
女
性
の
育
休
取
得
者
の
復

帰
率
は
、
ほ
ぼ
1
0
0
%
で
す
。「
子

ど
も
が
で
き
た
ら
育
休
を
と
っ
て
職

場
復
帰
す
る
」と
い
う
企
業
風
土
が
社

内
に
は
根
付
い
て
お
り
、
自
分
が
妊
娠

を
し
た
際
も
上
司
や
周
囲
の
同
僚
か

ら「
復
帰
を
待
っ
て
い
る
か
ら
ね
」と

優
し
い
言
葉
を
か
け
て
も
ら
い
、
何
の

抵
抗
感
も
な
く
気
持
ち
よ
く
お
休
み

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
休
み
に
入
る
と
、
会
社
情
報
に
触

れ
る
機
会
は
極
端
に
減
る
た
め
、「
こ

う
し
て
い
る
間
も
同
僚
は
コ
ツ
コ
ツ
働

い
て
い
る
は
ず
」「
ブ
ラ
ン
ク
で
仕
事

に
つ
い
て
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
」

な
ど
と
不
安
に
か
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
誰
に
急
か
さ
れ
た
わ
け
で

も
な
い
の
に
復
職
を
急
い
だ
の
は
、
漠

然
と
し
た
焦
り
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
が
取
り
越
し
苦
労
だ
っ

た
と
、
復
職
後
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
し

た
。
働
き
始
め
る
と
ブ
ラ
ン
ク
は
さ
ほ

ど
感
じ
ず
、
す
ん
な
り
と
感
覚
を
取

り
戻
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
た

め
、
2
人
目
の
育
休
中
は
、「
今
は
子

ど
も
と
向
き
合
う
時
間
」と
集
中
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

初
め
て
育
休
を
取
る
社
員
は
、
私
と

同
じ
よ
う
な
漠
然
と
し
た
不
安
を
抱
え

る
は
ず
で
す
。
復
職
す
る
ま
で
の
プ
ロ

セ
ス
や
、
復
職
後
の
働
き
方
が
わ
か
る

情
報
を
事
前
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
が
必
要
で
す
ね
。
そ
う
す

れ
ば
キ
ャ
リ
ア
の
断
絶
に
対
す
る
不
安

も
あ
る
程
度
払
拭
さ
れ
る
で
し
ょ
う
し
、

本
人
の
意
志
で
育
休
期
間
を
前
向
き

に
捉
え
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

復
帰
後
に
仕
事
を
任
さ
れ
、

期
待
を
寄
せ
ら
れ
る
と

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る

一
般
的
に「
育
休
＝
キ
ャ
リ
ア
の
断

絶
」
と
捉
え
る
人
が
少
な
く
な
い
中
、

私
は
幸
い
な
こ
と
に
、
復
帰
後
、
出

産
や
育
児
の
経
験
を
生
か
し
た
新
し

い
職
務
を
任
せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
新
た
な
期
待
を
寄
せ
ら
れ

る
こ
と
は
、
精
神
的
に
も
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

に
な
れ
ま
す
し
自
分
の
経
験
を
プ
ラ

ス
に
捉
え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
仮
に

周
囲
が
気
を
遣
っ
て
、
補
佐
的
な
業

務
だ
け
を
回
し
て
く
れ
る
よ
う
な
こ
と

に
な
っ
て
い
た
ら
、
逆
に
自
分
に
自
信

を
失
っ
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

当
社
の
女
性
社
員
割
合
は
15
％
で

す
。
人
数
は
少
な
く
て
も
平
均
勤
続

年
数
は
男
性
よ
り
長
い
の
が
特
長
で
す
。

育
休
と
は「
育
児
と
い
う
新
し
い
経
験

を
積
ん
で
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
す
る
た
め

の
準
備
期
間
」で
も
あ
る
こ
と
を
、
育

休
取
得
経
験
者
と
し
て
も
っ
と
社
員
に

伝
え
て
い
け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。 

浦
島
太
郎
化
を
防
ぐ
た
め
、

育
休
中
も
議
事
録
共
有

入
社
当
初
か
ら
一
児
の
母
で
、
時

短
勤
務
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

数
名
で
立
ち
上
げ
た
会
社
で
す
か
ら
、

直
属
の
上
司
が
社
長
と
い
う
環
境
で

働
い
て
い
ま
し
た
。
約
３
年
か
け
て
仕

事
の
成
果
を
出
し
、
計
画
的
に
妊
活
。

以
前
か
ら「
そ
ろ
そ
ろ
２
人
目
を
考
え

て
い
る
」な
ど
と
社
長
本
人
に
ラ
イ
フ

イ
ベ
ン
ト
を
共
有
し
て
お
り「
育
休
取

得
者
第
１
号
」に
な
り
ま
し
た
。

I
T
ベ
ン
チ
ャ
ー
で
あ
る
当
社
は
、

３
ヵ
月
も
あ
れ
ば
社
内
体
制
が
大
き
く

変
わ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
育
休
取
得
者

の「
浦
島
太
郎
化
」を
少
し
で
も
回
避

で
き
る
よ
う「
い
つ
で
も
会
社
の
情
報

に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
」と
い
う
状
態
が

望
ま
し
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ
で
活

用
し
た
の
が
議
事
録
で
す
。
定
例
会
議

の
議
事
録
を
送
っ
て
も
ら
い
育
児
の
合

間
に
読
む
こ
と
で
、
事
業
と
組
織
の
進

捗
を
随
時
把
握
し
て
い
ま
し
た
。

本
人
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
と
会
社
の

期
待
値
の
す
り
合
わ
せ
が
大
事

復
職
の
時
期
が
近
づ
く
と
、
会
社

に
数
回
足
を
運
び
、
育
休
明
け
の
働

き
方
に
つ
い
て
相
談
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
こ
ま
で
準
備
し
て

い
て
も
、
現
場
に
戻
る
と
W
e
b
サ
ー

ビ
ス「
ジ
モ
テ
ィ
ー
」の
規
模
は
予
想

以
上
に
拡
大
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

休
職
前
と
比
べ
て
、
一
人
当
た
り
の
仕

事
量
も
増
え
て
い
ま
し
た
。
同
僚
は
私

の
復
帰
を
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
が
、

一
方
で
復
職
前
と
同
じ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
期
待
さ
れ
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
で
し

た
。
一
日
も
早
く
成
果
を
出
そ
う
と
気

負
う
も
、
子
ど
も
の
熱
で
度
々
早
退
し

今の
働き方満足度

8０点
2歳8歳
1年2ヵ月取得なし

現在の子どもの年齢
誕生時の育休取得期間

今の
働き方満足度

7０点
1歳4歳
1０ヵ月1０ヵ月

現在の子どもの年齢
誕生時の育休取得期間

新庄 舞さん

株式会社明電舎
総務部 広報課 主任

2009年新卒入社。入社以来８年間採用
業務を担当し、１人目の育休明けからダイ
バーシティ推進関連業務を兼務、自らの出
産・育児体験を生かし在宅勤務制度など
の構築に携わる。現在は広報課に異動し
社内広報などを担当している。

日向野 朋実さん

株式会社ジモティー
マーケティング部

2011年、会社設立と同時期に友人の紹介
で中途入社。以来マーケティング部に所属
している。2015年「育休取得者第１号」に。
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橘 信吾さん

IT関連企業

2002年IT関連企業に新卒入社。主業務は、
Webサイトのディレクション。１人目の育休
のときは、転職活動中の妻の就業支援のた
め育休を取得。育休中は育児サポートを行
うだけでなく、料理も学んだ。

事
情
に
合
わ
せ
て

柔
軟
な
働
き
方
が
で
き
る

環
境
・
風
土
は
助
か
る

入
社
後
３
年
で
第
１
子
を
授
か
り
ま
し
た
。
同

じ
事
業
部
に
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
な
る
方
が
い
た
の

で
す
が
、
そ
の
方
は
か
な
り
上
役
で
、「
私
の
よ
う

な
平
社
員
が
本
当
に
復
職
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
」と

半
信
半
疑
で
し
た
。
ま
た
、
当
時
所
属
し
て
い
た

テ
ク
ニ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
部
門
は
シ
フ
ト
制
で
月
に
数

回
、
土
日
出
勤
が
あ
っ
た
た
め
、
１
人
目
の
育
休

か
ら
復
帰
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
上
司
に
相
談
し
て
、

土
日
出
勤
の
な
い
部
署
に
異
動
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
第
２
子
以
降
は
同
じ
部
署
に
戻
ら
せ
て
も

て
し
ま
い
、
申
し
訳
な
い
や
ら
情
け
な

い
や
ら
。
減
っ
て
い
く
有
休
も
気
が
か

り
で
し
た
。
結
果
的
に
、
復
職
後
３
ヵ

月
で
求
め
ら
れ
て
い
る
役
割
で
ず
っ
と

働
く
こ
と
は
難
し
い
と
感
じ
て
、
同
じ

部
署
の
上
司
に
相
談
す
る
こ
と
に
。
そ

こ
で
担
当
を
変
え
て
も
ら
っ
て
今
が
あ

り
ま
す
。「
こ
の
仕
事
は
、
今
は
無
理

で
す
」と
正
直
に
言
え
る
社
内
風
土
が

あ
っ
て
本
当
に
救
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
経
験
か
ら
思
う
こ
と
は
、

自
分
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
と
会
社
の
期
待

値
を
、
事
前
に
す
り
合
わ
せ
て
お
く
こ

と
の
重
要
性
で
す
。「
子
ど
も
が
2
歳

に
な
る
ま
で
は
、
実
質
半
分
程
度
し

か
出
勤
で
き
な
い
」な
ど
と
具
体
的
な

こ
と
を
本
人
が
口
に
し
な
い
こ
と
に
は
、

周
囲
も
心
構
え
が
で
き
ま
せ
ん
。

当
社
は
、
大
企
業
の
よ
う
に
制
度

が
確
立
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
社

員
の
ニ
ー
ズ
に
耳
を
傾
け
、
そ
の
人
ら

し
い
働
き
方
を
尊
重
す
る
柔
軟
性
が

あ
り
ま
す
。
入
社
時
か
ら
時
短
勤
務

を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
身
と
し
て
は

あ
り
が
た
い
限
り
で
、
今
の
働
き
方
に

概
ね
満
足
し
て
い
ま
す
。 

男性の育休取得は 
制度の存在が後押しする

男性が育休を取るのに躊躇するのは、「収

入減の不安」「キャリアの断絶」「社内風土」

のいずれかが理由でしょう。私の場合、金

銭面は、学生時代からコツコツ貯めてきた

蓄えがありました。「いつか親になったら家

庭に軸足を置いて育休を取得しよう」と心

に決めていたからです。育休取得に対する

社内風土に関しては、積極的に推進とは言

えません。社員数６千人を超える当社の男

性の育休取得者は年に数える程度。それで

も思い切って取得できたのは、制度が確立

されていたからです。

キャリア断絶は不安 
時間ではない評価軸も必要

一方で、何より不安だったのはキャリア

面です。長く休めば、評価は下がり、出世コー

スから外される可能性が高くなります。そ

のリスクを踏まえ、私は人生をかけて育休

を取得しました。そのような憂き目にあわ

ぬように、若いうちに実績をあげ、育休前

に有無を言わせぬポジションまで上ってお

くのも一つの方法と言えそうですが、誰も

ができることではないでしょう。 

以前は長時間残業をしていた私も、育休

後は定時退社に努めています。しかし、労

働時間は短くても、成果は以前と同じかそ

れ以上あげていると自負しています。そう

いった一つひとつの成果を会社に認めても

らうことで、男性社員も育休が取得しやす

くなるとうれしいです。

ただし、私は長く育休を取ることが必ず

しも良いとは思っていません。むしろ夫婦

がタイミングをずらしてお互いに短期取得

すれば、結果的に国全体の育休取得期間は

減るのではないかと思っています。人手不

足の改善にもつながりそうです。

今の
働き方満足度

5０点
3歳6歳

2ヵ月＆5ヵ月11ヵ月

現在の子どもの年齢
誕生時の育休取得期間

今の
働き方満足度

8０点
3歳 1歳7歳
1年 1年4ヵ月1年

現在の子どもの年齢
誕生時の育休取得期間 浦部 友子さん

アマゾンジャパン合同会社
セラーサービス事業本部
技術推進本部 ソリューション開発部
テクニカルエンゲージメントマネージャー

大学卒業後4年間システムエンジニアとして働く。その後、青年海外協力隊に応募し、フィ
リピンで２年間の活動に従事後、2007年、現社に中途入社。テクニカルサポート部門を
経て、１人目の育休復職後に、現在の部署に異動した。

17

妊
活
告
知
で
、
後
任
者
手
配
な
ど

上
司
の
心
構
え
が
で
き
る 

2
0
0
4
年
の
入
社
当
時
、
当
社

は
、
昼
夜
問
わ
ず
働
く
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク

な
会
社
で
し
た
。
し
か
し
2
0
0
7
年

頃
よ
り「
働
き
方
改
革
」に
取
り
組
む

よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、「
６
年
間
の

育
休
制
度
」「
在
宅
勤
務
」「
選
択
型

人
事
制
度
」な
ど
次
々
と
制
度
拡
充
へ
。

企
業
風
土
も
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ

て
い
き
ま
し
た（
詳
細
は
30
ペ
ー
ジ
参

照
）。
私
が
結
婚
し
た
の
は
36
歳
の
時
。

上
司
に
は
、
年
齢
的
に
も
す
ぐ
に
子

を
授
か
り
た
い
こ
と
を
伝
え
て
い
た
の

で
、
妊
娠
が
わ
か
っ
た
と
き
は
す
ぐ
に

後
任
者
を
つ
け
て
く
れ
ま
し
た
。
当

社
は
、
自
由
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
産
休
に

入
る
こ
と
が
で
き
、
妊
娠
に
ま
つ
わ
る

マ
イ
ナ
ー
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
り
、
仕

事
も
後
任
者
で
ほ
ぼ
回
し
て
い
た
こ
と

か
ら
出
産
予
定
日
の
約
２
ヵ
月
前
か

ら
産
休
に
入
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

育
休
中
も
適
度
に
会
社
の
人
や

情
報
に
触
れ
る
こ
と
で
不
安
を
払
拭

制
度
は
充
実
し
て
い
ま
す
が
、
や

は
り
ブ
ラ
ン
ク
は
不
安
で
し
た
。
休
業

中
は
、
社
内
の
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
は
閲

覧
制
限
を
か
け
ら
れ
て
い
る
の
で
す

が
、
そ
の
代
わ
り
、
育
休
取
得
者
が

人
事
総
務
と
や
り
取
り
が
で
き
る
ゲ

ス
ト
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
他
の
メ
ン
バ
ー
の
出
産
報
告
を

ら
っ
て
い
ま
す
。

勤
務
時
間
に
つ
い
て
は
、
当
社
は
コ

ア
タ
イ
ム
無
し
の
フ
レ
ッ
ク
ス
制
な
の

で
、
自
分
の
生
活
に
合
う
時
間
に
始
業

を
早
め
る
な
ど
工
夫
し
て
、
フ
ル
タ
イ

ム
勤
務
を
し
て
い
ま
す
。
当
社
は
、
海

外
と
の
や
り
取
り
が
あ
り
、
時
差
を

考
慮
し
て
早
朝
に
会
議
行
う
な
ど
は

当
た
り
前
な
の
で
、
抵
抗
感
は
な
か
っ

た
で
す
。
ま
た
、
１
時
間
単
位
で
利

用
可
能
なW

ork from
 H

om
e

（
自
宅

で
仕
事
が
で
き
る
制
度
）も
あ
る
の
で
、

急
な
子
ど
も
の
発
熱
な
ど
の
時
は
こ
の

制
度
を
利
用
し
、
臨
機
応
変
に
対
応

し
て
い
ま
す
。
　

自
分
の
キ
ャ
リ
ア
を

自
発
的
に
考
え
る
習
慣
が
、

育
休
中
の
過
ご
し
方
も
変
え
る

自
由
度
が
高
い
反
面
、
自
己
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
セ
ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
力
が
問
わ
れ
ま
す
。
新
卒
で
あ
ろ

う
と
、
管
理
職
で
あ
ろ
う
と
職
階
を

問
わ
ず
、
働
き
方
や
自
身
の
キ
ャ
リ

ア
に
つ
い
て
自
律
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

お
か
げ
で
、
常
に
ア
マ
ゾ
ン
の
社
員
と

し
て
ど
う
働
く
か
を
自
分
で
計
画
す

る
ス
タ
イ
ル
が
身
に
つ
い
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。

２
人
目
以
降
は
子
育
て
に
も
慣
れ
て

余
裕
を
持
て
た
の
で
、
育
休
中
に
子
連

れ
で
地
域
商
店
街
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
し
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
の
お
手
伝
い

を
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
人
や
地
域
と

関
わ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
３

人
目
の
育
休
中
は
、「
マ
マ
ボ
ノ
」と
い

う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
、
社
会
起
業
家
の

会
社
で
育
休
イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
し
ま

し
た
。
週
に
１
度
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に

出
席
し
た
り
、
提
案
資
料
を
作
っ
て
プ

レ
ゼ
ン
を
す
る
と
い
っ
た
体
験
の
お
か

げ
で
、
子
育
て
だ
け
の
生
活
に
埋
没
す

る
の
で
は
な
く
、
気
持
ち
の
持
ち
方
や

頭
の
働
か
せ
方
な
ど
の
観
点
か
ら
、
こ

の
間
に
業
務
復
帰
へ
の
助
走
が
で
き
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
社
外
の

仕
事
に
関
わ
る
こ
と
で
、
自
分
の
ス
キ

ル
の
棚
卸
も
で
き
ま
し
た
。
細
分
化
し

て
考
え
て
み
る
と
、
役
立
て
ら
れ
る
ス

キ
ル
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
改
め
て
認
識

で
き
た
こ
と
も
、
自
分
に
と
っ
て
は
収

穫
で
し
た
。
ま
た
、
こ
こ
で
出
会
っ
た

マ
マ
友
と
は
今
で
も
交
流
が
あ
り
ま
す
。

家
事
・
育
児
を
通
し
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力

が
向
上

も
と
も
と
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
で

し
た
の
で
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
興
味
が
あ
る
せ
い
か
、
3
人
の
子

育
て
を
通
し
て
、
家
事
・
育
児
も
一
種

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ

る
と
い
う
気
づ
き
を
得
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
家
族
５
人
は
立
派
な
組
織

で
す
。
学
校
の
準
備
を
す
る
の
も
文
房

具
を
ア
マ
ゾ
ン
で
注
文
す
る
の
も
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
タ
ス
ク
で
す
。
家
族
全
員

の
得
意
分
野
を
考
慮
し
な
が
ら
、
夫

や
上
の
子
と
役
割
分
担
す
る
こ
と
は
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
そ
の
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

全
体
が
円
滑
に
進
む
よ
う
に
、
小
さ

な
タ
ス
ク
で
あ
っ
て
も
フ
ォ
ロ
ー
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
肌
で
感
じ
、
復
職
し

て
か
ら
は
、
誰
に
頼
ま
れ
る
こ
と
な
く
、

業
務
を
図
表
で
可
視
化
し
た
り
、
皆

が
気
づ
い
て
い
な
い
タ
ス
ク
に
も
積
極

的
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
こ
う
し
て
仕
事
の
捉
え
方
や
ア
プ

ロ
ー
チ
の
仕
方
が
変
わ
っ
た
こ
と
も
育

児
経
験
の
産
物
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今の
働き方満足度

85点
2歳
1年

現在の子どもの年齢
誕生時の育休取得期間

浅野 亜未奈さん

サイボウズ株式会社
ビジネスマーケティング本部
プロダクトプロモーション部
Webディレクター

2004年、サイボウズのデヂエ事業部に派遣
社員として参加。2006年に正社員に登用され
マーケティング部に配属。１年の育休を経て、
2016年より同部に復職した。
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知
っ
た
り
、
育
休
中
に
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト

情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
し
た
。
社
内
の
情

報
に
閲
覧
制
限
を
か
け
る
理
由
は
、
会
社
の
配

慮
だ
と
思
い
ま
す
。「
休
み
中
は
育
児
に
専
念

し
て
ほ
し
い
」と
の
思
い
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
聞

い
て
い
ま
す
。
早
く
復
帰
し
た
い
人
に
と
っ
て

は
全
情
報
が
閲
覧
で
き
て
も
い
い
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
私
は
付
か
ず
離
れ
ず
、
会
社
と
絶
妙

な
距
離
感
を
保
て
て
よ
か
っ
た
で
す
。

社
員
の
4
割
が
女
性
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

同
時
期
に
育
休
を
取
得
し
て
い
た
人
は
5
人
い

ま
し
た
。
育
休
期
間
中
、
み
ん
な
で
子
を
連
れ

て
会
社
訪
問
を
し
ま
し
た
。
上
司
や
同
僚
に
出

産
の
報
告
を
し
、
我
が
子
を
お
披
露
目
で
き
て

よ
か
っ
た
で
す
。
ち
ょ
う
ど
オ
フ
ィ
ス
の
引
っ

越
し
前
後
に
育
休
が
重
な
っ
て
い
た
の
で
、
復

職
へ
向
け
た「
リ
ハ
ビ
リ
」に
も
な
り
ま
し
た
。

制
度
は
使
っ
て
は
じ
め
て
あ
り
が
た
み
が
わ
か

り
ま
す
。
産
休
・
育
休
と
も
に
制
度
内
容
も
運

用
も
極
め
て
柔
軟
で
、
振
り
返
る
と
感
謝
の
気

持
ち
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

多
様
な
働
き
方
が
で
き
、

各
自
の
働
き
方
を

周
知
す
る
こ
と
で
助
け
合
え
る

当
社
は
、
自
分
で
仕
事
の
量
を
決
め
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
時
間
も
決
め
ら
れ
る
自
律
的
な
働

き
方
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
復
職
後
は
、
働
き

方
が
安
定
す
る
ま
で
時
給
勤
務
を
選
択
し
て
、

ま
ず
は“
テ
ス
ト
ド
ラ
イ
ブ
”を
し
な
が
ら
自
分

に
あ
っ
た
働
き
方
を
探
し
ま
し
た
。
心
が
決
ま

れ
ば
人
事
に「
自
分
で
選
ん
だ
働
き
方
」を
申

告
し
、
全
社
員
に
公
表
し
ま
す
。
私
は
9
時
〜

16
時
の
時
短
勤
務
を
選
択
し
ま
し
た
。
す
な
わ

ち
そ
れ
は
、「
今
は
育
児
に
も
力
を
注
ぎ
ま
す
」

と
意
思
表
明
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
。
周
囲
も

「
こ
の
人
は
、
今
は
16
時
に
帰
り
た
い
の
だ
か

ら
、
16
時
以
降
に
仕
事
を
絶
対
に
振
ら
な
い
」

と
い
う
社
内
ル
ー
ル
を
守
り
、
全
面
的
に
協
力

し
て
く
れ
ま
し
た
。

復
帰
後
は
、
イ
ベ
ン
ト
チ
ー
ム
に
配
属
さ
れ

ま
し
た
。
周
囲
の
配
慮
で
、
最
初
は
締
め
切

り
に
余
裕
が
あ
る
仕
事
を
担
当
さ
せ
て
も
ら
い
、

徐
々
に
感
覚
を
取
り
戻
し
て
い
き
ま
し
た
。
ま

た
、
重
宝
し
た
の
が
、
時
間
も
場
所
も
会
社
に

制
約
さ
れ
な
い「
ウ
ル
ト
ラ
ワ
ー
ク
」と
い
う
制

度
で
す
。
例
え
ば
、「
朝
、
子
ど
も
が
急
に
熱

を
出
し
た
」と
い
う
時
は
、
そ
の
日
は
出
勤
せ

ず
、
自
宅
で
仕
事
し
て
O
K
。
集
中
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
、
図
書
館
や
カ
フ
ェ
に
こ
も
っ
て
仕

事
す
る
の
も
ア
リ
で
す
。
当
社
の
社
長
は
、「
働

き
方
改
革
が
な
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
社

員
一
人
ひ
と
り
が
仕
事
を
楽
し
め
て
い
る
か
に

尽
き
る
」と
言
い
ま
す
。
私
自
身
、
育
児
も
楽

し
い
け
れ
ど
、
仕
事
も
本
当
に
楽
し
い
。
復
帰

し
て
も
う
す
ぐ
1
年
が
経
過
し
、
4
月
か
ら
は

フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
に
戻
り
、
リ
ス
タ
ー
ト
で
す
。

今
は
も
っ
と
仕
事
が
し
た
い
、
子
ど
も
が
小
学

生
に
上
が
る
ま
で
に
何
か
新
し
い
ス
キ
ル
を
身

に
付
け
な
く
て
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

育
休
取
得
者
が
少
な
い
中
、

同
僚
や
上
司
の
励
ま
し
で
乗
り
切
る

約
10
年
前
、
私
が
１
人
目
を
授

か
っ
た
時
は
、
身
近
な
周
囲
に
は

育
児
休
業
を
取
得
し
、
働
き
続
け

る
総
合
職
の
女
性
社
員
は
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
尊
敬
す
る
敏
腕
先
輩

社
員
が
退
職
の
道
を
選
ん
だ
こ
と

が
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
の
を
覚
え
て
い

ま
す
。
偶
然
、
同
期
が
私
と
同
時

期
に
妊
娠
し
た
こ
と
か
ら
、「
辞
め

ず
に
頑
張
ろ
う
」と
励
ま
し
合
っ
て

育
休
を
取
得
し
ま
し
た
。
育
休
取

得
中
は
夫
の
海
外
赴
任
に
帯
同
し
、

ア
メ
リ
カ
で
過
ご
し
、
２
年
後
に

夫
の
任
務
が
完
了
し
、
帰
国
し
て

私
も
復
職
し
ま
し
た
。
当
時
の
上

司
は
、「
忙
し
い
部
署
だ
か
ら
こ
そ
、

効
率
的
な
働
き
方
を
し
て
新
し
い

風
を
吹
か
せ
て
ほ
し
い
と
」と
励
ま

し
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
会
議
の

終
了
時
間
が
定
時
を
超
え
る
場
合
、

優
先
し
て
発
言
権
を
与
え
て
く
れ

た
り
、
時
間
が
来
れ
ば
、「
あ
と
は

議
事
録
を
共
有
す
る
か
ら
、
遠
慮

な
く
帰
っ
て
い
い
よ
」と
声
を
か
け

て
く
れ
る
な
ど
、
細
か
な
フ
ォ
ロ
ー

も
し
て
く
れ
ま
し
た
。

一
方
で
上
司
に
よ
っ
て
は
、「
小

さ
い
子
が
い
る
ん
だ
か
ら
」と
過
配

慮
す
る
人
も
い
ま
し
た
。
ル
ー
テ
ィ

ン
ワ
ー
ク
や
事
務
処
理
な
ど
負
担

の
少
な
い
仕
事
ば
か
り
任
さ
れ
る

と
、
仕
事
と
自
宅
を
往
復
す
る
日
々

に
不
安
を
覚
え
、
腰
を
据
え
て
勉

強
し
た
い
と
い
う
思
い
も
募
り
、
２

人
目
の
育
休
は
税
理
士
の
勉
強
の

た
め
３
年
間
取
得
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
さ
す
が
に
３
年
と
も
な

る
と
、
上
司
に
反
対
さ
れ
る
の
で
は

と
不
安
も
あ
っ
た
の
で
、
黙
っ
て
承

諾
さ
れ
ほ
っ
と
し
ま
し
た
が
、
一
方

で
戦
力
外
通
告
を
さ
れ
た
よ
う
な

気
も
し
ま
し
た
。
結
果
的
に
資
格

取
得
と
は
い
か
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

納
得
行
く
ま
で
ト
ラ
イ
で
き
た
こ

と
は
、
そ
の
後
の
仕
事
人
生
に
も

役
立
つ
経
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

「
子
育
て
は
い
つ
ま
で

　
　
仕
事
に
影
響
す
る
？
」

キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る

契
機
と
な
っ
た
上
司
の
一
言

２
人
目
の
復
帰
後
は
、
新
設
さ

れ
た
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
チ
ー
ム

に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
組

今の
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人事部
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1998年新卒入社。情報通信部、企画部、財
務部（IRチーム、経営計画チーム）などを経て
2013年4月から現職。30歳で子を授かり夫の
海外転勤を機に生後３ヵ月の子どもを連れて
渡米、２年間、育休を取得した。２人目の際は、
学び直しの期間にするため３年間の育休を取得。
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織
と
い
う
こ
と
で
自
律
的
な
働
き
方

や
発
想
が
求
め
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
自

分
の
経
験
を
生
か
し
さ
ま
ざ
ま
な
制

度
設
計
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
多
く
の
育
休
取
得
者

を
悩
ま
せ
る
の
は
、
保
育
園
入
園
後
に

約
１
週
間
行
わ
れ
る「
慣
ら
し
保
育
」

で
す
。
そ
の
対
応
の
た
め
に
、
復
帰
直

後
に
仕
事
を
長
期
で
休
む
の
は
心
苦

し
い
も
の
で
す
。
そ
こ
で
、
職
場
復
帰

を
毎
月
１
日
に
限
定
し
て
い
た
制
度

を
撤
廃
し
、
復
帰
日
を
自
由
に
設
定

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
１

人
目
の
育
休
中
に
叶
わ
な
か
っ
た「
配

偶
者
帯
同
休
職
制
度
」を
最
長
３
年
で

制
度
化
へ
。
そ
の
ほ
か
、
短
時
間
勤
務

を
フ
レ
ッ
ク
ス
可
能
に
す
る
な
ど
細
か

い
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
き
ま
し

た
。当

社
に
関
し
て
は
、
制
度
は
世
間

水
準
以
上
に
整
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は

そ
れ
を
ど
う
利
用
し
て
い
く
か
。
風
土

改
善
を
目
指
す
上
で
男
性
社
員
教
育

は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
中
で
も
重
要
な
の

が
部
課
長
ク
ラ
ス
で
は
な
く
、
主
任
ク

ラ
ス
で
す
。
彼
ら
こ
そ
が
、
現
場
で
育

休
取
得
者
の
仕
事
を
采
配
す
る
キ
ー

マ
ン
だ
か
ら
で
す
。

か
つ
て
、
自
分
が
復
職
の
た
め
の
面

談
を
受
け
た
時
に
、
ハ
ッ
と
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
初
対
面
だ
っ

た
上
司
に
、「
い
つ
ま
で
子
育
て
が
影

響
す
る
働
き
方
を
す
る
の
か
」と
質
問

さ
れ
た
の
で
す
。「
総
合
職
で
し
ょ
う
。

出
張
は
ど
う
す
る
の
？
」「
短
時
間
勤

務
は
い
つ
ま
で
？
」な
ど
細
い
と
こ
ろ

ま
で
聞
か
れ
た
こ
と
で
、
キ
ャ
リ
ア
は

５
年
10
年
先
ま
で
見
据
え
て
設
計
す

る
も
の
だ
と
再
認
識
で
き
ま
し
た
。
そ

の
経
験
か
ら
、
管
理
職
と
育
休
取
得

者
に
お
い
て
、
踏
み
込
ん
だ
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
な
く
て
は
意
味
が
な

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
そ
の
た
め
の

「
面
談
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
シ
ー
ト
」を
つ
く

り
か
え
ま
し
た
。
と
い
う
の
も
、
か
つ

て
私
が
３
年
間
の
育
休
取
得
を
希
望

し
た
際
に
上
司
が
何
も
言
わ
な
か
っ
た

の
は
、“
言
え
な
か
っ
た
”の
で
は
な
い

か
と
思
う
の
で
す
。
上
司
は
セ
ク
ハ
ラ

や
パ
ワ
ハ
ラ
な
ど
い
ろ
ん
な
方
面
へ
の

配
慮
が
あ
っ
て
、
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
も
口
に
し
に
く
い
ケ
ー
ス
が

見
ら
れ
ま
す
。
で
す
か
ら
女
性
社
員

が
、
育
休
や
短
時
間
勤
務
の「
希
望
す

る
取
得
期
間
と
そ
の
理
由
」を
で
き
る

だ
け
具
体
的
に
シ
ー
ト
に
書
い
て
、
そ

れ
を
上
司
に
見
せ
る
。
上
司
も
、
書

い
て
あ
る
こ
と
で
あ
れ
ば
深
堀
り
し
や

す
い
は
ず
で
す
。
基
本
的
に「
育
休
取

得
者
か
ら
積
極
的
に
話
す
」「
情
報
開

示
す
る
」こ
と
が
何
よ
り
大
切
だ
と
社

内
に
伝
え
て
い
ま
す
。

“
ど
ん
な
仕
事
で
も
引
き
受
け
る
”

そ
れ
く
ら
い
働
き
続
け
た
い
強
い
意
思 

新
卒
入
社
後
か
ら
妊
娠
す
る
ま
で
の

約
７
年
間
、
私
は
営
業
の
第
一
線
で
活
動

し
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
長
時
間
労
働
が

当
た
り
前
の
時
代
。
20
代
の
私
も
相
当

タ
フ
に
働
い
て
い
ま
し
た
。
仕
事
は
楽
し

く
、
成
功
体
験
も
あ
り
ま
し
た
。
29
歳

で
妊
娠
し
た
時
に
、
同
じ
オ
フ
ィ
ス
で
育

休
を
取
得
し
た
例
は
１
件
の
み
。
と
に
か

く
働
き
続
け
た
く
て
、
復
帰
で
き
る
の
で

あ
れ
ば
ど
ん
な
仕
事
で
も
引
き
受
け
る

と
決
め
、
育
休
・
復
職
の
道
を
選
び
ま

し
た
。
復
帰
後
の
職
務
は
営
業
ア
シ
ス
タ

ン
ト
で
し
た
。
１
年
前
ま
で
営
業
職
と
し

て
働
い
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
業
務
を
進

め
て
い
く
中
で
物
足
り
な
さ
が
な
か
っ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

自
分
の
現
状
を
受
け
止
め
、
目
の
前
の
仕

事
に
邁
進
す
る
日
々
。
そ
の
頑
張
り
を
見

て
い
て
く
だ
さ
る
人
は
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ

う
で
、
お
客
様
か
ら
依
頼
を
受
け
て
、
派

遣
管
理
デ
ス
ク
と
し
て
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
先

に
常
駐
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

実
績
が
認
め
ら
れ
、
今
度
は
業
務
調
査

担
当
と
し
て
別
の
会
社
で
常
駐
を
続
け
、

結
果
的
に
営
業
職
か
ら
は
し
ば
ら
く
遠

の
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

時
短
だ
か
ら
と
言
わ
れ
な
い
た
め
に
も
、

営
業
で
数
字
を
上
げ
る
こ
と
が
大
事

転
機
が
訪
れ
た
の
は
、
３
人
目
の
育

休
明
け
で
し
た
。
新
設
さ
れ
た
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
営
業
部
か
ら
声
が
か
か
り
、
管
理

職
に
抜
擢
さ
れ
た
の
で
す
。
営
業
に
復
帰

す
る
の
は
９
年
ぶ
り
の
こ
と
で
し
た
。
意

今の
働き方満足度
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パーソル テンプスタッフ株式会社
ダイバーシティ第２事業部
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1999年、テンプスタッフに新卒入社。７年間営
業職に従事する。その後約10年かけて３度の育
休を取得。その間、営業アシスタント、派遣管
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「妊娠報告面談」「休業前面談」「休業中コミュニケーションシート」
「復職前面談」「復帰後面談」の5枚セットで運用されている。
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外
だ
っ
た
の
は
、
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
マ
に

と
っ
て
営
業
は
捉
え
方
に
よ
っ
て
は
働

き
や
す
い
職
種
で
あ
る
こ
と
。
お
客
様

の
こ
と
を
一
番
に
考
え
る
こ
と
が
前
提

で
は
あ
り
ま
す
が
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

調
整
が
し
や
す
く
、
緊
急
時
は
在
宅

で
も
対
応
で
き
ま
す
。
時
代
の
後
押

し
も
あ
り
、
ま
た
所
属
部
署
が
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
営
業
部
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

お
客
様
に
も「
私
は
時
短
勤
務
で
す
の

で
17
時
に
帰
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
公
言
し
ま
し
た
。
こ
の
ご
時
世
に
、

そ
の
こ
と
を
と
が
め
る
お
客
様
は
い
ま

せ
ん
。
た
だ
、
営
業
で
あ
る
以
上
、
数

字
を
あ
げ
な
い
こ
と
に
は
話
に
な
り
ま

せ
ん
。「
時
短
じ
ゃ
ダ
メ
」「
マ
マ
じ
ゃ

無
理
」と
言
わ
れ
な
い
よ
う
緊
張
感
を

持
っ
て
働
い
て
い
ま
す
。

育
休
後
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
は
、

出
産
前
の
成
功
体
験
が
左
右
す
る

育
休
後
も
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維

持
し
て
働
く
鍵
は
、
出
産
前
に
成
功

体
験
を
積
ん
で
お
く
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
特
に
20
代
の
部
下
に

は
、
仕
事
の
楽
し
さ
と
や
り
が
い
、
そ

し
て
可
能
性
を
伝
え
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
あ
ま
り
過
去
の
成
功

体
験
に
と
ら
わ
れ
過
ぎ
る
と
、
育
休

後
の
業
務
と
の
差
に
戸
惑
い
、
マ
ミ
ー

ト
ラ
ッ
ク
に
陥
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
、
気
持
ち
の
上
で
の
支
援
が
必
要
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
管
理
職
に
な
っ
て
思
う
の

は
、
部
下
で
あ
る
育
休
復
職
者
と
密

に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と

の
大
切
さ
。
復
職
後
に
希
望
す
る
働

き
方
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
こ
ち
ら
か
ら

も
ど
の
よ
う
に
し
て
チ
ー
ム
に
貢
献
し

て
も
ら
い
た
い
の
か
期
待
値
を
伝
え

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
ア

シ
ス
タ
ン
ト
的
な
業
務
を
短
時
間
で

“
こ
な
し
た
い
”人
も
い
ま
す
。
し
か
し
、

会
社
と
し
て
は
も
う
一
歩
先
を
目
指
し

て
ほ
し
い
の
で
、
気
持
ち
の
す
り
合
わ

せ
を
丹
念
に
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
で
、
当
社
も
制
度
や
環

境
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
2
0
1
7

年
１
月
に
フ
レ
ッ
ク
ス
制
度
が
導
入

さ
れ
、
７
月
か
ら
は
全
社
で
テ
レ
ワ
ー

ク
制
度
の
試
験
運
用
も
始
ま
り
ま
し

た
。
ほ
ん
の
数
年
前
ま
で
ガ
ラ
ケ
ー
を

持
っ
て
走
っ
て
い
た
の
が
、
今
は
ど
こ

か
ら
で
も
ア
ク
セ
ス
可
能
な
ス
マ
ホ
や

i
P
a
d
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。
女

性
の
活
躍
支
援
を
こ
こ
か
ら
さ
ら
に
発

展
さ
せ
た
い
で
す
。

制
度
だ
け
で
な
く
、
風
土
づ
く
り
の

「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」が
肝
要

社
員
数
が
単
体
で
約
8
千
人
い
る

当
社
の
男
性
育
休
取
得
率
は
30
％（
女

性
は
98
％
）
で
す
。
他
社
と
比
較
す

る
と
高
い
数
字
で
も
、
実
際
に
育
休

取
得
し
た
私
か
ら
見
る
と
、
男
性
社

員
を
後
押
し
す
る
風
土
が
ま
だ
ま
だ

追
い
つ
い
て
い
な
い
印
象
で
す
。「
魂

は
細
部
に
宿
る
」と
い
う
言
葉
の
通
り
、

利
用
率
を
上
げ
る
た
め
に
は
、
制
度

を
運
用
す
る
た
め
の「
ト
ー
ク
マ
ニ
ュ

ア
ル
」ま
で
突
き
詰
め
て
つ
く
る
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
部
下
に
相

談
を
持
ち
か
け
ら
れ
た
時
に
、「
育
休

を
取
る
の
で
す
か
？
」で
は
な
く
、「
育

休
を
ど
の
く
ら
い
取
り
ま
す
か
？
」と

聞
い
て
ほ
し
い
。
そ
う
で
な
く
て
も
男

性
は
上
司
の
反
応
を
想
像
し
て
尻
込

み
し
が
ち
で
す
。
言
葉
の
ニ
ュ
ア
ン
ス

に
気
を
配
り
、
部
下
の
申
し
出
を
受

け
入
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
相
談
に

乗
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

育
休
取
得
者
に
業
務
の

見
え
る
化
・
引
き
継
ぎ

を
徹
底
さ
せ
る

一
方
で
、
育
休
取
得
者
も
権
利
を

行
使
す
る
以
上
、
し
っ
か
り
と
事
前
準

備
を
行
う
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
私

が
具
体
的
に
実
践
し
た
の
は
3
点
で

す
。
ま
ず「
業
務
の
見
え
る
化
」。
私

の
メ
イ
ン
業
務
は
ソ
フ
ト
開
発
で
す
。

私
に
し
か
扱
え
な
い
よ
う
な
ア
ク
ロ
バ

今の
働き方満足度

97点
8歳 6歳1０歳
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誕生時の育休取得期間

テ
ィ
ッ
ク
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
書
く
の
で

は
な
く
、
で
き
る
だ
け
シ
ン
プ
ル
な
内

容
に
す
る
こ
と
で
、
属
人
化
を
解
消

し
ま
し
た
。
次
に「
引
き
継
ぎ
の
仕
組

み
化
」。
誰
が
見
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、

業
務
内
容
を
文
書
化
し
て
お
く
こ
と

で
、
引
き
継
ぎ
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
ま

し
た
。
完
全
に
手
離
れ
し
て
休
み
に

入
る
こ
と
で
、
育
児
に
専
念
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
し
、
私
の
不
在
中
に
ト

ラ
ブ
ル
は
一
切
起
き
な
か
っ
た
と
聞
い

て
い
ま
す
。
そ
し
て「
育
休
意
義
の
共

有
化
」。
単
に「
育
休
取
り
ま
し
た
」で

終
ら
せ
ず
、
復
職
後
も
会
社
に
貢
献

で
き
る
人
材
で
あ
る
こ
と
を
上
層
部
に

理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
経
験

上
、
育
児
を
す
る
こ
と
で
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
生
活
で
は
得
難
い
自
己
成
長
が
期

待
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
毎
日
の
よ
う

に
、
理
屈
が
通
用
し
な
い
出
来
事
が
起

こ
り
、
あ
り
っ
た
け
の
想
像
力
を
働
か

せ
な
い
こ
と
に
は
対
処
法
を
間
違
え
て

し
ま
い
ま
す
。
そ
ん
な
日
々
の
鍛
錬
で

自
然
と
視
野
が
広
が
り
ま
し
た
。

で
き
れ
ば
、
育
休
に
入
る
前
に
自

分
に
何
が
足
り
な
い
の
か
振
り
返
る
時

間
を
持
て
る
と
い
い
で
す
ね
。
育
休
を

自
己
研
鑽
の
時
間
と
思
え
ば
、
会
社

に
と
っ
て
も
意
義
の
あ
る
も
の
に
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

瀬古 力さん

大手情報機器メーカー

1997年大手情報機器メーカー新卒入社。ソフト開
発部門の設計リーダーを務める。３度の育休体験を
ヒントに誰でも簡単に引き継ぎ業務ができるシステ
ムを開発するなど制度運用の改善策を提案し、社
内表彰を受ける。
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チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て

認
め
ら
れ
て
い
る
と

感
じ
て
い
る
か

8
人
の
方
の
両
立
環
境
は
、

比
較
的
恵
ま
れ
て
い
る
と
感
じ

ま
し
た
。
た
だ
、
自
分
の
居
場

所
が
な
い
の
で
は
と
い
う
不
安
、

子
ど
も
の
病
気
な
ど
で
休
む
こ

と
へ
の
罪
悪
感
、
制
度
を
使
う

こ
と
へ
の
風
当
た
り（
男
性
）、

戦
力
外
通
告
の
よ
う
な
扱
い
に

よ
る
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
が
異
口
同

音
に
語
ら
れ
て
い
ま
す
。
両

立
支
援
制
度
を
使
っ
て
職
場
復

帰
は
で
き
て
も
、
存
在
価
値
が

認
め
ら
れ
頼
り
に
な
る
仲
間
と

し
て
歓
迎
さ
れ
な
け
れ
ば
、
自

分
は
お
荷
物
な
の
だ
ろ
う
か
と

考
え
て
し
ま
い
仕
事
へ
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
を

抱
え
た
一
人
ひ
と
り
の
社
員
が
、

あ
り
の
ま
ま
の
存
在
で
か
け
が

え
の
な
い
メ
ン
バ
ー
と
し
て
受

け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
を「
イ
ン

ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
」と
い
い
ま
す
。

「
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
」は
有
名
に

な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
と
対
に

な
る
べ
き「
イ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ

ン
」
の
重
要
性
の
理
解
は
不
足

し
て
お
り
、
今
後
こ
の
考
え
方

を
職
場
に
定
着
さ
せ
る
こ
と
が

急
務
で
す
。

柔
軟
な
働
き
方
は

会
社
と
社
員
の

信
頼
関
係
が
あ
っ
て
こ
そ

仕
事
と
育
児
を
両
立
さ
せ
る

た
め
に
は
、
柔
軟
な
働
き
方
が

選
べ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
短

時
間
勤
務
制
度
は
ど
の
会
社
に

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
子
ど

も
の
病
気
な
ど
の
ケ
ア
事
象

が
不
定
期
、
不
規
則
に
発
生
す

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
時
間
帯

や
時
間
数
、
利
用
回
数
が
柔
軟

で
使
い
や
す
い
も
の
で
あ
る
こ

と
が
さ
ら
に
重
要
で
す
。
ま

た
、
在
宅
勤
務
を
は
じ
め
と
し

た
テ
レ
ワ
ー
ク
は
働
く
場
所
の

柔
軟
化
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
使

え
ば
短
時
間
勤
務
し
か
で
き
な

い
と
思
っ
て
い
た
社
員
も
通
常

勤
務
に
戻
す
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。
究
極
の
柔
軟
度
を
実

現
し
て
い
る
の
が
体
験
記
に
登

場
し
た
サ
イ
ボ
ウ
ズ
の「
ウ
ル

ト
ラ
ワ
ー
ク
」
で
あ
り
、
ア
マ

ゾ
ン
の「W

ork from
 H

om
e

」

で
す
。
し
か
し
こ
れ
ら
を
導
入

す
る
に
は
、
会
社
が
社
員
に
セ

ル
フ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
を
求

め
、
社
員
が
そ
れ
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
な
関
係
性
が
不
可
欠
で

す
。
従
来
の
よ
う
に
部
下
の
顔

が
見
え
な
け
れ
ば
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
で
き
な
い
、
と
い
う
管
理
職

の
意
識
改
革
を
行
な
っ
て
初
め

て
、
よ
り
柔
軟
な
働
き
方
を
実

現
す
る
制
度
の
運
用
が
可
能
に

な
り
ま
す
。

女
性
活
躍
推
進
と

男
性
の
両
立
支
援
は

セ
ッ
ト
で
考
え
る

日
本
社
会
に
は「
家
事
・
育

児
は
女
性
が
負
担
す
る
も
の
」

と
い
う
考
え
方
が
根
強
く
残
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
職
場
に

お
け
る
女
性
活
躍
推
進
を
目
指

す
な
ら
、
よ
り
多
く
の
男
性
が

職
場
と
家
庭
の
両
方
で
女
性
を

支
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
に
な
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
男
性
の
育
休

取
得
率
は
、
取
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
人
の
割
合
に
比
べ
て
相

当
低
い
数
字
に
と
ど
ま
っ
て
お

り
、
改
善
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。

男
性
が
育
児
の
た
め
に
制
度
を

使
う
こ
と
が
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ

に
と
っ
て
不
利
に
な
ら
な
い
よ

う
に
制
度
や
評
価
基
準
を
見
直

す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
女
性
の

制
度
利
用
者
が
効
率
よ
く
働
き

成
果
を
出
し
て
い
る
こ
と
は
よ

く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
男
性

か
ら
の
効
率
向
上
の
実
践
事
例

の
共
有
は
、
職
場
に
さ
ら
に
良

い
影
響
を
与
え
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
真
の
意
味
で
の
働
き
方
改

革
を
推
し
進
め
る
た
め
に
は
、

一
人
ひ
と
り
が
仕
事
の
や
り
方

を
工
夫
し
職
場
で
共
有
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
両
立

社
員
は
そ
こ
で
大
き
な
役
割
を

果
た
す
こ
と
が
期
待
で
き
る
の

で
す
。

両立支援に向けて
企業が着手できることとは

総合電機メーカーにてソフトウェアの開発に24年間
従事し、その間育休を2回取得。2010年育休後コン
サルタント®として独立。企業や自治体向けに育休
後職場復帰セミナー、育児中の部下を持つ管理職向
けイクボスセミナーを行なっている。

8者8様の育休体験記から人事担当者は何を学ぶべきなのか。「育休
後コンサルタント®」の山口理栄さんに実態を読み解いてもらうことで、
制度と運用にまつわる課題と改善策を考察する。

山口 理栄氏

専門家と考える
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人事部 人事グループ 主幹

篠原 宏美 氏

製造業といえば「男性社会の価値観」が根付いた企業文化が多い。しかし、日本の製造業の

代表ともいえるトヨタ自動車のグループ企業、トヨタファイナンスでは先進的な「仕事と家

庭の両立支援」を実施し注目を集めている。2007年当時は結婚・出産による女性社員の復

職率ほぼゼロであった同社が、2016年時点で育休・産休取得者が100名を超えるに至った

取り組みの背景には、徹底した「対話」と「自分ごと化」の２つのキーワードがあった。

―
― 

2
0
1
6
年
に「
名
古
屋
市
子

育
て
支
援
企
業
」最
優
秀
賞
を
受
賞
さ

れ
る
な
ど
、
子
育
て
支
援
の
取
り
組

み
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
具
体

的
に
は
ど
の
よ
う
な
内
容
で
す
か
？ 

主
な
支
援
制
度
と
し
て
は「
時
短

勤
務
制
度
」を
は
じ
め「
両
立
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
面
談
」「
社
外
通
信

教
育
受
講
料
の
1
0
0
％
補
助
」
を

含
む「
職
場
復
帰
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
制
度
は
い

ず
れ
も
現
場
の
声
を
基
に
作
成
・
改

訂
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば「
時
短
勤
務
制
度
」に
つ
い

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
制
度
利
用
者
の

声
を
基
に
、
固
定
時
間
制
の
A
コ
ー

ス
と
、
よ
り
勤
務
時
間
を
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
に
し
た
B
コ
ー
ス
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
A
コ
ー
ス
は
固
定
時
間
と

い
っ
て
も
６
～
７
時
間
45
分
勤
務
ま

で
15
分
刻
み
で
８
パ
タ
ー
ン
を
設
定

し
ま
し
た
。
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
に

と
っ
て
時
短
か
ら
い
き
な
り
８
時
間

の
通
常
勤
務
に
な
る
と
保
育
園
の
お

迎
え
時
間
な
ど
ハ
ー
ド
ル
が
高
か
っ

た
た
め
、
15
分
刻
み
で
試
せ
る
よ
う

に
し
た
の
で
す
。

ま
た
部
署
に
よ
っ
て
は
、
土
日
営

制度は作るだけでは意味がない
「対話」と「自分ごと化」で
職場風土に根付かせる両立支援

ケーススタディで知る

企業事例

トヨタファイナンス株式会社
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職場復帰支援プログラム  《両立コミュニケーション面談》

育児支援制度利用者数の推移
育休取得年度内人数

3ヵ月に１回
職場や本人の
状況確認

利用制度の確認
復帰シミュレーション

休業中

③休業中 ④復帰2ヵ月前

制度や心構え
についての説明

申告内容の確認

休業前

①妊娠連絡時 ②休業2ヵ月前

本人の業務
遂行状況や
両立状況の確認

育休復帰者向け
フォーラム開催

復帰後

⑤復帰3ヵ月後 ⑥復帰6ヵ月後
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100 短時間勤務年度内人数
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5 6
11

20

30

37

50

67
70

（人） （人）

業
す
る
販
売
店
か
ら
営
業
終
了
後
の

20
時
以
降
に
も
ロ
ー
ン
審
査
業
務
が

依
頼
さ
れ
る
の
で
、
夜
間
・
土
日
勤

務
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
壁
を
乗
り
越

え
る
た
め
に「
育
児
中
は
、
土
日
は

働
け
な
い
」
と
い
う
発
想
を
見
直
し

ま
し
た
。
実
際
、
土
日
で
あ
れ
ば
ご

主
人
や
祖
父
母
に
子
ど
も
を
預
け
ら

れ
る
た
め
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
け
る
と

い
う
人
は
多
く
、
代
わ
り
に
平
日
は

早
め
に
帰
る
と
い
っ
た
選
択
を
で
き

る
よ
う
に
し
た
の
が
B
コ
ー
ス
で
す
。

現
在
で
は
８
割
が
B
コ
ー
ス
を
選
択

し
て
い
ま
す
。

「
小
１
の
壁
」対
策
と
し
て
は
、
当

初
就
学
前
ま
で
だ
っ
た
時
短
取
得
期

間
を
小
３
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
も
東
京
・
名
古
屋
の
小
学
校

に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
行
き
、
何
年
生

か
ら
時
間
割
が
長
く
な
る
の
か
、
い

つ
か
ら
部
活
が
始
ま
り
、
塾
に
通
い

始
め
る
の
か
な
ど
、
デ
ー
タ
を
基
に

適
切
な
延
長
期
間
を
設
定
し
ま
し
た
。

い
た
ず
ら
に
期
間
を
長
く
し
て
も
、

本
人
の
キ
ャ
リ
ア
に
も
職
場
運
営
に

も
マ
イ
ナ
ス
に
影
響
す
る
か
ら
で
す
。

当
社
で
は
、
時
短
勤
務
制
度
は
あ
く

ま
で
も
フ
ル
タ
イ
ム
に
戻
る
助
走
期

間
、「
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
」で
あ
る

と
い
う
の
が
基
本
的
な
考
え
方
で
す
。

―
―
「
両
立
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
面

談
」も
手
厚
く
行
わ
れ
て
い
る
と
伺
っ

て
い
ま
す
。

「
両
立
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
面

談
」
は
、
妊
娠
連
絡
が
人
事
部
に

メ
ー
ル
で
届
い
た
タ
イ
ミ
ン
グ
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
、
６
ス
テ
ッ
プ
に
分
け

て
マ
ネ
ジ
ャ
ー
と
育
休
取
得
者
が
面

談
を
行
い
、
１
枚
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

シ
ー
ト
に
情
報
を
一
元
化
し
て
い
く

も
の
で
す（
上
図
参
照
）。
ラ
イ
フ
プ

ラ
ン
と
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
は
切
り
離

せ
な
い
の
で
、
出
産
予
定
日
や
復
帰

希
望
日
、
今
後
子
ど
も
は
何
人
欲
し

い
か
な
ど
、
上
司
か
ら
は
少
し
聞
き

づ
ら
い
こ
と
も
本
人
に
シ
ー
ト
に
記

入
し
て
も
ら
い
ま
す
。
復
帰
２
ヵ
月

前
の
面
談
で
は
、
復
帰
後
の
勤
務
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
焦
点
を
あ
て
ま

す
。
何
時
に
子
ど
も
の
食
事
を
さ
せ

て
、
誰
が
保
育
園
に
連
れ
て
い
く
の

か
、
駅
ま
で
自
転
車
通
勤
と
い
う
け

れ
ど
雨
の
場
合
は
ど
う
す
る
か
、
な

ど
細
か
に
一
緒
に
プ
ラ
ン
を
立
て
ま

す
。
復
帰
前
に
き
ち
ん
と
イ
メ
ー
ジ

が
描
け
て
い
な
い
と
職
場
に
戻
っ
て

面談の際に使用する
両立コミュニケーションシート



24

か
ら
が
大
変
だ
か
ら
で
す
。
当
社
で

は
こ
う
し
た
面
談
も
専
門
家
で
は
な

く
直
属
の
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
行
っ
て
い

ま
す
。
グ
ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
が
ど
う

い
う
環
境
で
育
児
と
仕
事
の
両
立
を

目
指
し
て
い
る
の
か
、
家
族
の
協
力

体
制
な
ど
、
理
解
で
き
て
こ
そ
、
休

業
中
の
ケ
ア
や
復
帰
後
に
か
け
る
言

葉
が
変
わ
っ
て
き
ま
す
。

―
― 

上
司
と
本
人
の
間
で
密
に
対
話

が
な
さ
れ
、
運
用
が
現
場
に
根
付
い

て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
の
秘
訣
は
ど
こ

に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

重
要
な
の
は
、
会
社
と
し
て
目
指

す
べ
き
企
業
文
化
や
人
材
像
を
明
確

に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
実
現

の
過
程
で
行
っ
た「
対
話
」
と
、
そ

こ
で
生
ま
れ
た「
自
分
ご
と
化
」だ
と

思
い
ま
す
。
当
社
で
は
2
0
0
9
年

に
ト
ッ
プ
か
ら
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

方
針
と
し
て「
人
を
大
切
に
す
る
」と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
打
ち
出
さ
れ
ま

し
た
。「
人
は
誰
も
が
資
質
を
持
ち
、

そ
れ
を
最
大
限
に
引
き
出
す
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
す
べ
き
」
と
い
う
意
味
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
企
業
文
化
の

変
革
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、
役
員
ク

ラ
ス
を
は
じ
め
皆
が「
対
話
」を
通
し

て
、「
自
分
ご
と
」と
し
て
捉
え
、
主

体
的
に
関
わ
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

両
立
支
援
も
こ
の
考
え
を
基
に
進

め
て
き
ま
し
た
。
具
体
的
な
取
り
組

み
と
し
て
は
、
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

方
針
が
打
ち
出
さ
れ
て
か
ら
３
年
間

は
、
と
に
か
く「
仕
事
と
家
庭
の
両

立
支
援
」
に
つ
い
て
の
情
報
周
知
に

努
め
ま
し
た
。
そ
の
後
、
パ
イ
ロ
ッ

ト
部
署
に
お
い
て
、
人
事
部
主
導
で

は
な
く
現
場
が
自
走
し
て
く
れ
る
よ

う
働
き
か
け
を
始
め
ま
し
た
。
し
か

し
、
当
初
は「
人
事
部
主
導
で
や
る

べ
き
」「
制
度
拡
充
の
せ
い
で
職
場

運
営
が
大
変
」
な
ど
現
場
か
ら
強
い

反
発
が
あ
り
、
か
な
り
苦
戦
し
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
何
度
も
現
場
に
出
向

い
て
は
、
先
進
企
業
見
学
や
セ
ミ

ナ
ー
に
一
緒
に
参
加
し
た
り
、
各
職

場
の
年
齢
別
男
女
社
員
数
を
基
に
数

年
後
の
職
場
運
営
予
測
を
出
し
た
り
、

自
分
た
ち
の
部
署
が
現
在
ど
こ
に
位

置
し
、
ど
こ
へ
向
か
え
ば
よ
い
か
を

把
握
で
き
る
よ
う
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を

示
し
た
り
す
る
中
で
、少
し
ず
つ「
自

分
ご
と
化
」が
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

―
― 

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が

表
れ
ま
し
た
か
。

現
場
と
の
併
走
を
１
年
近
く
続

け
た
結
果
、
育
休
社
員
を
初
め
て
持

つ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
情
報
交
換
を
す
る

「
両
立
支
援
Ｇ
Ｍ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
や
、

育
休
か
ら
復
帰
し
た
先
輩
が
育
休
中

の
女
性
た
ち
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
す
る

「
育
休C

afé

」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
で
育
児
に
関
わ
る
人
々
が
互
い

に
対
話
す
る
活
動
が
広
が
っ
て
い
き

ま
し
た
。

先
の「
両
立
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
面
談
」
も
、
こ
う
し
た
活
動
の
延

長
線
上
で
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。
こ

の
施
策
も
当
初
は
、
面
談
者
に
男
性

マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
多
く
、
何
を
ど
こ
ま

で
聞
い
て
よ
い
か
が
分
か
ら
な
い
人

が
多
く
い
た
の
で
、
開
始
か
ら
５
年

間
は
人
事
部
の
私
も
入
り
３
者
面
談

と
し
ま
し
た
が
、
今
は
基
本
的
に
上

司
と
本
人
だ
け
の
２
者
面
談
に
切
り

替
え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
現
場
に

任
せ
っ
き
り
で
は
な
く
、
現
在
も
こ

ち
ら
で
シ
ー
ト
を
確
認
し
、「
保
育

所
が
な
い
と
言
っ
て
い
る
が
、
認
可

保
育
園
ば
か
り
探
し
て
い
な
い
か
確

認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
ア
ド

バ
イ
ス
は
行
っ
て
い
ま
す
。

―
― 

今
後
、
さ
ら
に
両
立
支
援
を
進

め
て
い
く
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
何

で
し
ょ
う
か
。

当
社
が
行
っ
て
い
る
活
動
は「
育

児
支
援
で
は
な
く
両
立
支
援
」「
女

性
活
躍
で
は
な
く
多
様
性
の
活
用
」

で
す
。
そ
れ
ら
を
真
に
実
現
す
る
に

は
、
例
え
ば
時
間
単
位
の
生
産
性

で
評
価
す
る
考
え
方
へ
の
シ
フ
ト

や
、
育
児
社
員
を
支
え
る
周
囲
の
人

の
評
価
な
ど
、
考
え
る
べ
き
こ
と
は

ま
だ
ま
だ
多
く
あ
り
ま
す
。
熱
意
こ

そ
が
人
や
組
織
を
動
か
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
現
場
の
声
を
聞
き
な
が
ら

「
人
を
大
切
に
す
る
」全
社
方
針
の
下
、

女
性
を
含
め
た
全
社
員
の
才
能
を
生

か
せ
る
職
場
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

啓蒙のために作られているさまざまな配布物

2009年「人材マネジメント方針」発表
後、両立支援専任として人事部に異
動。本人も子育てを経験。男性文化
の強かった同社内で、仕事と家庭の
両立支援、女性の活躍推進、職場風
土改革を7年越しで進めてきた。

篠原 宏美 氏　
人事部 人事グループ 主幹

ケーススタディで知る

トヨタファイナンス株式会社

ケーススタディで知る

企業事例
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ダイキン工業では1992年から両立支援に注力してきており、現在、女性管理職の3分の1が

子育て経験者だ。しかし、同社の両立支援は決して当事者に「優しい支援」ではないという。

むしろ「厳しい」ともとれる支援策の背景には、出産・育児を社員のキャリアのブレーキにし

ないことで、全社員が活躍する状態を実現し、企業競争力を高める経営の意図がある。

企業競争力の向上を目指し
全社員が活躍できるための
両立支援

ダイキン工業株式会社

人
事
本
部
　
人
事
部
長

横
山 

政
司 

氏

―
―
両
立
支
援
に
つ
い
て
の
先
進
的

な
取
り
組
み
が
目
立
ち
ま
す
。
ど
ん

な
成
果
が
上
が
っ
て
い
ま
す
か
。

出
産
を
理
由
に
退
職
す
る
人
は

い
な
く
な
り
、
2
0
1
7
年
３
月
現

在
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
ザ
ー
が
女
性
の
３

分
の
１
以
上
、
ま
た
女
性
管
理
職
の

３
分
の
１
以
上
が
子
育
て
経
験
者
で

す
。
た
だ
当
社
は
育
児
を
し
て
い
る

人
に「
優
し
い
」だ
け
で
は
な
く
、
む

し
ろ
良
い
意
味
で「
厳
し
め
」だ
と
思

い
ま
す
。
人
の
可
能
性
は
無
限
だ
と

い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、
状
況
に
関

係
な
く
、
ハ
ー
ド
な
仕
事
で
成
長
し
、

競
い
合
う
風
土
だ
か
ら
で
す
。
実
際
、

海
外
の
子
会
社
の
社
長
に
就
任
、
家

族
を
連
れ
て
海
外
に
赴
任
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
女
性
像
を
覆
す
例
も
出
て

い
ま
す
。

―
―
制
度
の
整
え
方
に
つ
い
て
は
フ

ル
タ
イ
ム
勤
務
の
支
援
に
重
点
が
置

か
れ
て
い
ま
す
ね
。

は
い
、
少
し
で
も
早
く
フ
ル
タ

イ
ム
で
働
け
る
よ
う
に
整
備
し
て
い

ま
す
。
短
時
間
勤
務
の
期
間
が
長
け

れ
ば
長
く
な
る
ほ
ど
、
仕
事
の
幅
や

人事本部
ダイバーシティ推進グループ 
担当課長

今西 亜裕美 氏
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チ
ャ
レ
ン
ジ
の
機
会
は
少
な
く
な
り

が
ち
で
す
。
育
児
を
し
な
が
ら
で
も

思
い
切
っ
て
仕
事
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、

成
長
し
て
ほ
し
い
。
育
児
休
暇
、
短

時
間
勤
務
と
も
に
、
制
度
内
容
は
法

定
を
若
干
上
回
る
程
度
で
す
が
、
例

え
ば
時
差
勤
務
や
フ
レ
ッ
ク
ス
勤
務

は
子
ど
も
が
小
学
校
６
年
生
に
な
る

ま
で
適
用
で
き
る
よ
う
、
手
厚
く
し

て
い
ま
す
。
ま
た
ベ
ビ
ー
シ
ッ
タ
ー

派
遣
会
社
と
法
人
契
約
を
結
ん
で
利

用
を
奨
励
し
、
育
児
サ
ー
ビ
ス
に
対

す
る
費
用
補
助
を
盛
り
込
ん
だ「
育

児
支
援
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
プ
ラ
ン
」（
欄

外
注
）
を
導
入
す
る
な
ど
、
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

―
―
御
社
で
は
な
ぜ
こ
の
よ
う
に
先

進
的
な
取
り
組
み
が
、
可
能
な
の
で

し
ょ
う
か
。

も
と
も
と
の
企
業
風
土
や
ト
ッ

プ
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
に
よ
る
も
の

が
大
き
い
で
す
ね
。
創
業
以
来
、
当

社
で
は
役
職
や
年
齢
、
性
別
に
か

か
わ
ら
ず
仕
事
を
任
せ
、
多
様
な
人

材
を
生
か
す
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
育
児
休
暇
や
育
児
勤
務（
短
時

間
、
時
差
、
フ
レ
ッ
ク
ス
）
の
制
度

を
導
入
し
た
1
9
9
2
年
に
は
す
で

に「
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
女
性
の
活

躍
が
欠
か
せ
な
い
」
と
考
え
て
い
ま

し
た
。
当
時
か
ら
、
出
産
や
育
休
な

ど
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を「
点
」で
捉

え
る
の
で
は
な
く
、
復
帰
後
の
活
躍

を
見
据
え
た「
線
」
の
目
線
で
考
え
、

両
立
支
援
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
―
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
加
速
し
て
き

た
部
分
が
大
き
い
の
で
し
ょ
う
か
。

2
0
1
1
年
に
立
ち
上
が
っ
た

「
女
性
活
躍
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」は
、

ま
さ
に
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
し
た
。
海

外
と
比
較
し
て
も
日
本
は
女
性
の
活

躍
が
遅
れ
て
い
る
、
こ
の
ま
ま
で
は

国
際
競
争
に
勝
て
な
い
と
い
う
危
機

感
も
大
き
か
っ
た
。
当
社
の
女
性
管

理
職
数
は
当
時
、
日
本
の
製
造
業
の

平
均
を
も
下
回
っ
て
い
ま
し
た
。
女

性
活
躍
は
企
業
と
し
て
の
評
価
に
も

か
か
わ
る
、
危
急
の
課
題
だ
っ
た
の

で
す
。
経
営
ト
ッ
プ
は「
女
性
活
躍

推
進
を
会
社
の
重
点
施
策
と
し
て
取

り
組
む
」「
男
女
に
能
力
の
差
は
な

い
」
と
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
強
い
思

い
を
発
信
し
、
そ
れ
に
よ
り
ト
ッ
プ

の
本
気
度
が
伝
わ
り
、
社
内
の
感
度

が
ぐ
っ
と
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

―
―
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
足
に

よ
っ
て
ど
ん
な
新
展
開
が
あ
り
ま
し

た
か
。

女
性
管
理
職
候
補
の
育
成
加
速
、

男
性
管
理
職
の
意
識
改
革
と
と
も

に
、
出
産
・
育
児
を
キ
ャ
リ
ア
ブ
レ
ー

キ
に
し
な
い
た
め
の
施
策
も
一
気
に

展
開
し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
と
し
て

2
0
1
3
年
に
導
入
し
た「
保
活
コ

ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
サ
ー
ビ
ス
」
に
は
出

産
予
定
が
あ
る
人
の
ほ
ぼ
1
0
0
％

が
登
録
し
て
い
ま
す
。
こ
の
サ
ー
ビ

ス
で
は
妊
娠
し
て
か
ら
保
育
園
入
園

が
決
定
す
る
ま
で
専
門
家
が「
保
活
」

を
継
続
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
出

産
予
定
日
を
会
社
の
シ
ス
テ
ム
に
登

録
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
で
エ
ン
ト
リ
ー

さ
れ
、
人
事
と
の
連
携
が
ス
タ
ー
ト
。

保
活
に
つ
い
て
の
テ
キ
ス
ト
を
配
布

し
、
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
保
活

事
情
の
レ
ポ
ー
ト
を
準
備
し
、
電
話

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
で
は
タ
イ
ム
リ
ー

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。
利
用
者

か
ら
は「
情
報
を
活
用
し
て
戦
略
的

に
保
育
園
探
し
が
で
き
た
」「
認
可

ダイキン工業における女性活躍推進の取り組み

意
識
改
革
策

女
性
管
理
職
の
育
成

両
立
支
援

1986 ～2010 年の取り組み
2011年～経営トップ直轄　
女性活躍推進プロジェクト発足　全社挙げての本格展開

1986年 総合職・一般職制度の導入

2001年 総合職・一般職区分廃止

2001年 ポジティブアクションの立案、実行

2012 年 育児休暇復帰者セミナー実施

2012 年 育児休暇からの早期復帰者支援をスタート

2013 年 「保活コンシェルジュサービス」開始

2016 年 在宅勤務制度 導入、 男性社員の育児休暇取得の推進

女性の活躍の場の拡大

就業継続支援に力点

男女関係なく能力を発揮できる風土へ

出産・育児をキャリアブレーキにしないための施策

女性管理職人数（全社員における割合）

女性社員数（全社員における割合）

2001年 2007年 2011年10月 2017年3月 2020年度末目標

2人（0.2%） 10人（1.0%） 20人（2.1%） 47人（4.4%） 100人（10.0%）

627人（8.6%） 699人（10.0%） 982人（12.6%） 1,232人（15.2%） 17.0%

1992年 育児休暇・育児勤務（短時間、時差、
 フレックス）制度導入

2003年 マザーネットとの法人契約

2007年 育児支援カフェテリアプラン（注）導入

2012年 女性リーダー育成研修 、若手女性キャリアデザイン研修、男性管理職向け講演会の実施

2015年 メンター制度・スポンサー制度の実施、部門別「女性フィーダーポジション」の設置

2016年 ダイバーシティに関するトップメッセージ発信 、大阪大学および医薬基盤・健康・栄
養研究所と連携、女性社員を育成するためのマネジメント研修 の実施

（注）子どもの病気・残業・出張時に利用したベビーシッターなど外部サービス費用を、１人あたり年間 20万円まで補助する制度
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保
育
園
に
入
園
で
き
ず
困
っ
て
い
た

と
き
に
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
助

か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
を
も
ら
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
キ
ャ
リ
ア

意
識
も
高
ま
り
、
育
児
休
暇
か
ら
早

く
復
帰
し
た
い
と
い
う
社
員
が
増
え

た
た
め
、
2
0
1
4
年
に
は
、
出
産

か
ら
半
年
未
満
で
復
帰
す
る
従
業
員

に
対
し
て
、
育
児
サ
ー
ビ
ス
費
用
補

助
の
上
限
を
年
20
万
円
か
ら
年
60
万

円
に
増
額
。
１
日
４
時
間
の
短
時
間

勤
務
や
１
日
６
時
間
の
短
時
間
フ

レ
ッ
ク
ス
勤
務
も
可
能
と
し
、
幼
い

子
ど
も
の
い
る
人
が
柔
軟
に
働
け
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
在
宅
勤
務
も
制

度
化
さ
せ
た
結
果
、
現
在
ま
で
で
35

名
が
活
用
し
て
い
ま
す
。
フ
ル
タ
イ

ム
で
も
週
１
回
の
在
宅
勤
務
を
選
択

す
る
こ
と
で
、
育
児
と
の
両
立
の
バ

ラ
ン
ス
を
う
ま
く
取
り
な
が
ら
仕
事

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
や
生
産
性
ア
ッ

プ
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

―
―
制
度
の
発
足
や
運
用
に
は
ど

ん
な
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
か
。

社
員
か
ら
生
の
声
を
吸
い
上
げ
て
、

会
社
と
し
て
何
に
手
を
打
つ
べ
き
か

見
極
め
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
以
前
、

女
性
活
躍
を
阻
む
壁
の
一
つ
が
待
機

児
童
問
題
だ
と
い
う
こ
と
か
ら
、
企

業
内
託
児
所
の
設
置
を
検
討
し
た
と

き
の
こ
と
で
す
。
子
育
て
中
の
当
事

者
に
話
を
聞
く
と
、
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ

の
中
、
小
さ
い
子
ど
も
連
れ
で
の
出

勤
は
厳
し
い
、
パ
ー
ト
ナ
ー
や
実
家

の
協
力
も
得
に
く
い
な
ど
の
理
由
か

ら
、
設
置
は
現
実
的
で
は
な
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
む
し
ろ
、
自
宅

周
辺
で
希
望
の
と
こ
ろ
に
預
け
た
い

と
い
う
ニ
ー
ズ
が
高
か
っ
た
の
で
す
。

そ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
結
果
が「
保
活

コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
サ
ー
ビ
ス
」
発
足

に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
課
題
を
見
つ

け
、
解
決
策
を
考
え
、
現
場
に
聞
き
、

よ
い
も
の
は
取
り
入
れ
、
よ
く
な
い

と
判
断
す
れ
ば
方
向
転
換
す
る
。
前

例
に
縛
ら
れ
ず
、
多
く
の
従
業
員
に

と
っ
て
効
果
の
高
い
、
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
の
選
択
を
重
ね
て
進
化
し
て
い
ま

す
。

―
―
両
立
支
援
制
度
以
外
に
も
活
躍

推
進
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
は
あ
り

ま
す
か
。

2
0
1
2
年
か
ら
は
女
性
本
人
と

上
司
が
セ
ッ
ト
で
参
加
す
る「
育
児

休
暇
復
帰
者
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
女
性
が
活
躍
す
る
に
は

上
司
の
理
解
や
双
方
の
対
話
が
不
可

欠
だ
か
ら
で
す
。
例
え
ば「
両
立
は

ハ
ー
ド
だ
か
ら
無
理
は
さ
せ
ら
れ
な

い
」
と
い
っ
た
上
司
の
思
い
込
み
か

ら
、
復
帰
後
は
第
一
線
か
ら
サ
ポ
ー

ト
色
の
強
い
仕
事
内
容
に
変
わ
り
、

女
性
本
人
は「
期
待
さ
れ
て
い
な
い
」

と
感
じ
、
や
る
気
が
低
下
し
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー

で
は「
配
慮
は
必
要
だ
が
、
遠
慮
は

無
用
」
な
ど
、
上
司
に
は
育
成
の
仕

方
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
考
え
直
し
て

も
ら
い
ま
す
。
女
性
に
は
育
児
を
し

な
が
ら
も
仕
事
で
い
か
に
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
し
て
い
く
か
を
考
え
て
も
ら

う
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
―
今
後
は
ど
ん
な
制
度
や
取
り
組

み
を
増
や
し
、
ど
ん
な
成
果
を
期
待

し
て
い
ま
す
か
。

こ
こ
数
年
間
で
制
度
は
ず
い
ぶ
ん

拡
充
し
た
の
で
、
今
後
は
そ
れ
を
う

ま
く
活
用
し
な
が
ら
子
ど
も
の
い
る

社
員
が
よ
り
活
躍
で
き
る
よ
う
推
進

し
て
い
き
ま
す
。「
出
産
・
育
児
を

キ
ャ
リ
ア
の
ブ
レ
ー
キ
に
し
な
い
」

が
合
言
葉
で
す
。
各
部
門
に
配
置
し

て
い
る
女
性
活
躍
推
進
リ
ー
ダ
ー
を

中
心
に
、
部
門
ご
と
の
女
性
活
躍
推

進
も
加
速
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、

こ
れ
ま
で
は
少
な
か
っ
た
営
業
や
技

術
開
発
、
製
造
部
門
の
ワ
ー
キ
ン
グ

マ
ザ
ー
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
ま

た
ワ
ー
キ
ン
グ
ウ
ー
マ
ン
は
管
理
職

を
目
指
す
こ
と
に
二
の
足
を
踏
む

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
が
、
す
で
に
管

理
職
に
な
っ
た
女
性
の
経
験
談
な
ど

を
メ
ル
マ
ガ
や
研
修
で
発
信
す
る
な

ど
、
意
識
改
革
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
子
ど
も
の
い
る
女
性
の
活
躍

が
ど
ん
ど
ん
広
が
り
、
新
た
な
風
土

が
醸
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

2015年、人事本部に新設された「ダ
イバーシティ推進グループ」に所属。
小学生の子ども2人の子育て中。自ら
も育休を取得して復帰した経験から
「保活コンシェルジュ」「育休復帰者
セミナー」などを提案。

今西 亜裕美 氏　
人事本部

ダイバーシティ推進グループ
担当課長

ケーススタディで知る

ダイキン工業株式会社
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事業の維持と成長、個人のキャリア、
出産・育児をバランスさせるには
企業も個人も制度の目的を正しく理解した運用が必要

編集長が語る櫻井 功

本
誌
の
冒
頭
で
示
し
た
よ
う
に
、
日

本
に
お
け
る
育
児
に
関
す
る
両
立

支
援
策
は
過
去
20
年
以
上
に
わ
た
り
継
続

的
に
拡
充
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
個
人
視
点
か
ら
考
察

す
る
と
、
出
産
や
育
児
は
、
社
会
人
・
企

業
人
と
し
て
大
き
く
成
長
す
る
時
期
に
必

ず
並
行
し
て
起
こ
る
も
の
で
あ
り
、
個
人

に
と
っ
て
は
重
要
か
つ
祝
福
さ
れ
る
べ
き

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い

ま
だ
多
く
は
職
場
に
お
い
て
肩
身
の
狭
さ

を
感
じ
な
が
ら
出
産
・
育
児
支
援
制
度
を

利
用
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ま
た
制
度
を
活
用
す
る
社
員
の
同
僚
に
そ

の
カ
バ
ー
の
た
め
の
負
担
感
や
迷
惑
感
が

な
い
と
言
っ
た
ら
嘘
に
な
る
だ
ろ
う
。
さ

ら
に
、
充
実
し
た
制
度
を
活
用
す
る
こ
と

が
、
逆
に
個
人
の
仕
事
の
上
で
の
成
長
や

キ
ャ
リ
ア
の
継
続
に
大
き
な
障
害
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
皮
肉
な
結
果
を
よ
く
耳
に

す
る
。

一
方
、
企
業
視
点
で
は
、
少
子
化
と

採
用
難
を
背
景
に
社
員
の
定
着
と
長
期
戦

力
化
を
期
待
し
、
出
産
・
育
児
世
代
の
た

め
に
制
度
の
充
実
を
進
め
て
き
た
も
の
の
、

そ
れ
が
必
ず
し
も
期
待
通
り
の
成
果（
戦

さくらいいさお ● 一橋大学法学部
卒。コーネル大学ロースクールLL.M

（米国）にて法学修士取得。日本ゼネ
ラルエレクトリック、シスコシステム
ズ、HSBCなどの企業において人事
リーダーポジションを歴任。経営の
パートナーとして戦略的人事サポー
トを提供。2016年から現職。

櫻井 功
株式会社パーソル総合研究所
取締役副社長　
兼シンクタンク本部本部長
機関誌「HITO」編集長
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力
の
維
持
・
強
化
）
に
つ
な
が
ら
ず
、
コ

ス
ト
の
持
ち
出
し
に
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
感
じ
て
い
る
経
営
者
も
多
い
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
、
従
来

の
両
立
支
援
議
論
が
個
人
の
メ
リ
ッ
ト
か

ら
の
視
点
・
論
点
に
偏
っ
て
お
り
、
企
業

に
と
っ
て
は「
義
務
」に
近
い
、
反
論
を
す

る
こ
と
を
許
さ
な
い
も
の
で
あ
り
、
企
業

経
営
上「
積
極
的
か
つ
戦
略
的
」な
主
体
的

意
思
を
も
っ
て
両
立
支
援
を
設
計
し
、
運

用
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
ら
だ
。

そ
こ
で
、
今
回
の
機
関
誌
で
は
、「
両

立
支
援
は
誰
の
た
め
？
」
の
テ
ー
マ
の
下
、

と
も
す
る
と
企
業
と
個
人
が
ま
っ
た
く
健

全
で
は
な
いL

ose-L
ose

の
状
況
に
な

り
が
ち
な
現
在
の
両
立
支
援
の
在
り
方
を

考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
か
ら
の

両
立
支
援
は「
事
業
の
維
持
と
成
長
」、「
個

人
の
キ
ャ
リ
ア
の
成
長
と
継
続
」、「
安

心
し
た
出
産
・
育
児
」
を
正
し
く
バ
ラ
ン

ス
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
い

か
。
そ
の
た
め
に
は
、
個
人
、
企
業
と
も

に
心
構
え
の
変
化
と
運
用
の
大
き
な
変
更

が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
、
さ
ま

ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
実
施
し
、
両
立
支
援
の
現
状
と

向
か
う
べ
き
未
来
を
考
察
し
て
み
た
。

こ
れ
ら
の
問
い
に
対
し
て
、
外
部
の

有
識
者
の
方
々
か
ら
は
仕
事
と
育
児
を
取

り
巻
く
マ
ク
ロ
状
況
の
問
題
点
、
覆
面
座

談
会
か
ら
は
現
場
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
直
面

す
る
困
難
と
会
社
へ
の
要
望
、
育
児
世
代

の
個
人
か
ら
は
制
度
利
用
者
の
想
い
、
そ

し
て
企
業
事
例
か
ら
は
企
業
と
個
人
が

W
in-W

in

と
な
る「
両
立
支
援
」の
具
体

的
や
り
方
に
関
し
て
多
く
の
示
唆
を
い
た

だ
い
た
。

こ
れ
ら
か
ら
分
か
っ
た
こ
と
は
、「
充

実
し
た
制
度
は
決
し
て
社
員
の
既
得
権
や

権
利
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
に
過
ぎ
な
い
。
そ
し
て
、
企
業
も

社
員
も
そ
れ
を
正
し
く
理
解
し
運
用
す
べ

き
で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
企
業

は
両
立
支
援
策
の
負
担
に
対
し「
一
種
の

税
金
な
の
だ
」
と
思
考
停
止
す
る
の
で
は

な
く
、
あ
く
ま
で
事
業
の
継
続
性
や
成
長

を
も
た
ら
す
戦
略
投
資
と
し
て
積
極
的
に

位
置
付
け
、
出
産
・
育
児
・
職
業
人
と
し

て
の
将
来
設
計
な
ど
個
人
の
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
に
踏
み
込
み
、
従
業
員
に
要
求
す
べ
き

こ
と
を
要
求
す
る
こ
と
を
恐
れ
て
は
な
ら

な
い（
＝
企
業
に
と
っ
て
の「
両
立
」）。
そ

れ
こ
そ
が
、
結
局
は
個
人
の
成
長
や
キ
ャ

リ
ア
の
継
続
・
形
成
に
も
役
立
つ
の
だ
。

（
＝
個
人
に
と
っ
て
の「
両
立
」）。
当
然
、

事
業
戦
略
の
一
部
で
あ
る
か
ら
に
は
ト
ッ

プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
は

と
て
も
重
要
で
、
人
事
由
来
の
施
策
と
し

て
人
事
に
そ
の
運
用
を
任
せ
る
の
で
は
な

く
、
ト
ッ
プ
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、

現
場
の
一
人
ひ
と
り
が
そ
の
意
義
を
理
解

し
携
わ
る
と
い
う
こ
と
も
と
て
も
重
要
で

あ
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
今
回
事

例
と
し
て
ご
紹
介
し
た
2
社
も
、
人
事
は

あ
る
意
味
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
過
ぎ
ず
、

ト
ッ
プ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
強
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
の
後
押
し
を
受
け
て「
現
場
と
並
走
」し

な
が
ら
日
々
の
運
用
を
行
い
、
現
場
主
導

の
仕
組
み
と
し
て
根
付
か
せ
て
い
く
こ
と

に
注
力
さ
れ
て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が

と
て
も
印
象
的
だ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
努
力
な
し
に
当
事
者
が
仕
事

と
育
児
を
自
然
に
両
立
で
き
、
周
囲
か
ら

も
受
け
入
れ
ら
れ
祝
福
さ
れ
る
社
会
に
な

る
た
め
に
は
、
日
本
人
の
家
族
観
や
そ
の

他
の
文
化
的
価
値
観
が
大
き
く
変
わ
る
必

要
が
あ
る
。
今
回
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
な

か
っ
た
が
、
男
性
の
さ
ら
な
る
育
児
参
加

の
た
め
に
は
、
文
化
的
価
値
観
を
変
え
る

こ
と
に
加
え
、
女
性
に
対
す
る
両
立
支
援

の
場
合
以
上
に
、
日
本
型
雇
用
制
度
に
起

因
す
る
硬
直
的
な
組
織
や
仕
事
の
分
担
の

あ
り
方
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
た
だ
、
そ
れ
ら
の
社
会
構
造
の
変
化

に
は
膨
大
な
時
間
が
か
か
る
。

こ
れ
か
ら
日
本
は
先
進
国
の
中
で
も
、

ず
ば
抜
け
て
早
い
速
度
で
高
い
少
子
化
が

進
行
し
て
い
く
。
育
児
世
代
の
個
人（
女

性
だ
け
で
は
な
く
男
性
も
）
が
仕
事
と
育

児
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ
な
が
ら
キ
ャ
リ
ア
を

成
長
さ
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
、
企
業
の
成
長

は
な
く
、
日
本
企
業
の
競
争
力
の
維
持
が

ま
す
ま
す
困
難
に
な
っ
て
い
か
ざ
る
を
得

な
い
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
状
況
の
中
で
、
仕

事
と
育
児
の
両
立
に
お
け
る
抜
本
的
変
革

は
待
っ
て
は
い
ら
れ
な
い
。

今
号
が
読
者
企
業
の
皆
様
に
と
っ
て

「
両
立
支
援
」
を
再
考
す
る
き
っ
か
け
に
な

り
、
現
在
苦
労
さ
れ
て
お
ら
れ
る
企
業
に

と
っ
て
何
ら
か
の
解
決
策
の
示
唆
に
な
れ

ば
う
れ
し
い
。
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会
社
が
考
え
た
ル
ー
ル
だ
け
で
は

社
員
、
皆
を
幸
せ
に
は
で
き
な
い

サ
イ
ボ
ウ
ズ
に
お
け
る
人
事
の
根
幹
と
な
る
ポ
リ

シ
ー
は「
多
様
性
」で
す
。

こ
れ
ま
で
日
本
企
業
の
人
事
は
、
あ
ま
り
多
様
性
を

求
め
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
社
員
は
一
週
間
フ
ル
タ
イ

ム
で
働
き
、
転
勤
を
命
じ
ら
れ
れ
ば
受
け
入
れ
る
の
が

当
た
り
前
。
そ
う
い
う
前
提
だ
っ
た
も
の
を
、
私
た
ち

は「
条
件
の
異
な
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
い
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
」と
い
う
前
提
に
立
つ
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

多
様
性
を
重
視
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
会
社
側
だ
け
で

考
え
た
ル
ー
ル
で
皆
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
組
織
で
ど
ん
な
人
事
制
度

が
必
要
か
は
、
社
員
そ
れ
ぞ
れ
の
理
想
に
沿
っ
て
議
論

さ
れ
る
べ
き
で
す
。

そ
こ
で「
こ
う
い
う
制
度
が
欲
し
い
」と
思
っ
た
ら
言

わ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
、
酒
場
で
愚
痴
る
の
は
卑
怯
で

「チームワークあふれる社会を創る」を理念に掲げ、グループウェアの開発で成

長するサイボウズは「100人いたら100通りの働き方」があってよいと考え、メン

バーがそれぞれ望む働き方を実現できるよう取り組んでいる。社員がライフス

テージに合わせて働き方を選択できる「選択型人事制度」を始めとする先進的な

人事制度が次々導入される背景と、これからの人事が目指すべき方向性につい

て話をうかがった。

1971年生まれ。愛媛県今治市出身。大阪大
学工学部情報システム工学科卒業後、松下電
工（現パナソニック）を経て1997年8月愛媛県
松山市でサイボウズを設立。2005年4月代表
取締役社長に就任。社内のワークスタイル変
革を推進し離職率を6分の1に低減するととも
に、3児の父として3度の育児休暇を取得。

PROFILE

今、人事部門に求めたいこと

サイボウズ株式会社
代表取締役社長 青野 慶久
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あ
る
と
の
ル
ー
ル
を
作
り
ま
し
た
。
こ
れ
を「
質
問
責

任
」と
呼
ん
で
い
ま
す
。

最
初
は
な
か
な
か
要
望
が
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
が

徐
々
に
言
っ
て
く
れ
る
人
が
出
て
き
て
、
意
見
が
実
際

に
制
度
へ
反
映
さ
れ
る
と「
本
当
に
言
っ
て
い
い
ん
だ
」

と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

で
す
か
ら
サ
イ
ボ
ウ
ズ
に
お
け
る
人
事
部
門
の
機
能

は
、
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
的
な
要
素
が
強
い
と
思
い
ま

す
。
い
ろ
い
ろ
な
人
が
も
や
も
や
と
し
て
い
る
こ
と
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
を
引
っ
張
り
出
し
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
場
を
つ
く
り
、
案
と
し
て
ま
と
め
て
い
く
の
で
す
。

多
様
性
を
重
視
す
る
一
方
で
、
組
織
に
は
秩
序
も
必

要
で
す
。
昔
は
皆
、
同
じ
時
間
に
同
じ
場
所
で
働
い
て

い
た
の
で「
阿
吽
の
呼
吸
」が
成
立
し
ま
し
た
が
、
今
は

そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
様
性
を
も
た
ら
し
な
が
ら

秩
序
を
守
り
、
か
つ
成
果
を
上
げ
て
い
く
に
は
ど
う
す

れ
ば
よ
い
か
。
そ
こ
で
到
達
し
た
の
が「
公
明
正
大
」の

徹
底
で
す
。
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
働
き
方
も
異
な
る

人
た
ち
が
集
ま
っ
て
一
緒
に
働
く
に
は
、
噓
だ
け
は
駄

目
で
す
。

や
る
こ
と
は
シ
ン

プ
ル
で
、
嘘
が
発
覚
す

る
た
び
に
徹
底
し
て
統

制
し
ま
す
。
特
に
役
職

が
高
い
人
が
嘘
を
つ
い

た
場
合
は
許
し
ま
せ
ん
。

緩
い
姿
勢
を
見
せ
た
瞬

間
、「
な
ん
だ
、
口
だ

け
か
」
と
思
わ
れ
て
し

ま
う
か
ら
で
す
。

多
様
な
働
き
方
を
認
め
な
い

会
社
は
終
焉
を
迎
え
る

私
た
ち
の
考
え
る
多
様
性
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
固
定

的
な
ル
ー
ル
で
縛
る
イ
メ
ー
ジ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
様
に

な
る
と
固
定
的
な
ル
ー
ル
を
決
め
よ
う
が
な
い
か
ら
で
す
。

私
た
ち
が
縛
る
の
は「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
あ
ふ
れ
る
社
会
を

創
る
」と
い
う
理
念
や
、
そ
の
た
め
に「
よ
い
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ

ア
を
つ
く
っ
て
世
界
中
に
広
げ
る
」こ
と
で
す
。
す
べ
て
の

ル
ー
ル
は
そ
こ
に
向
か
っ
て
つ
く
り
、
運
用
し
て
い
ま
す
。

在
宅
勤
務
制
度
に
し
て
も
、
会
社
に
行
き
に
く
い
時
間

を
活
用
し
て
、
よ
い
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
を
作
り
、
広
げ
て

も
ら
う
た
め
に
あ
り
ま
す
。
決
し
て
社
員
の
福
利
厚
生
の

た
め
だ
け
を
思
っ
て
つ
く
っ
た
ル
ー
ル
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
切
な
の
は「
そ
の
ル
ー
ル
で
達
成
し
た
い
目
的
」で
、

ル
ー
ル
だ
け
が
独
り
歩
き
す
る
と
、
想
定
と
は
ま
っ
た
く

別
の
方
向
で
運
用
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
ル
ー
ル
は
固
定
的
で
は
な
く
、
多
様
性
の
増
加

と
私
た
ち
自
身
の
進
化
に
よ
っ
て
、
生
き
物
の
よ
う
に
ど

ん
ど
ん
変
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

現
在
、
サ
イ
ボ
ウ
ズ
で
は
働
き
方
を
時
間
で
３
通
り
、

場
所
で
３
通
り
を
組
み
合
わ
せ
た
計
９
種
類
か
ら
選
べ
る

選
択
型
人
事
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
で

は
十
分
で
な
い
ほ
ど
多
様
性
が
増
し
て
き
た
の
で
新
し
い

ル
ー
ル
を
作
ろ
う
と
議
論
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
完
全
に
決

定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、「
私
は
週
に
何
時
間
、
こ
の
場
所
で

働
く
」と
一
人
ひ
と
り
に
宣
言
し
て
も
ら
う
ル
ー
ル
で
検
討

し
て
い
ま
す
。

働
く
人
が
自
分
で
働
く
量
を
決
め
る
と
な
る
と
、
現
在

の
業
務
量
に
対
し
て
人
が
足
り
な
く
な
る
の
で
は
、
と
い

う
懸
念
は
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
採
用
増
や
多
様
性
を

う
ま
く
組
み
合
わ
せ
て
対
応
し
て
い
き
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
手
が
回
ら
ず
受
け
ら
れ
な
い
仕
事
が
で
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
も
し
そ
う
な
っ
た
ら
、
お
客
様
に
対
し
て
は
お
詫

び
す
る
し
か
な
い
、
こ
れ
が
自
分
た
ち
の
実
力
で
す
と
。

た
だ
、
一
つ
言
え
る
の
は
、
結
局
業
界
全
体
が
み
ん
な

遅
く
ま
で
働
い
て
い
る
か
ら
自
分
も
そ
う
な
る
、
と
い
っ

た
悪
循
環
に
は
し
た
く
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
夜
は
皆
、

眠
ろ
う
。
そ
う
決
め
れ
ば
い
い
の
で
す
。

今
、
サ
イ
ボ
ウ
ズ
は
持
続
的
に
売
上
が
二
桁
成
長
す
る

フ
ェ
ー
ズ
に
入
っ
て
い
ま
す
。
多
様
性
の
重
視
が
業
績
に

直
結
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
二
桁
成
長
の
背
景

に
は
働
き
方
の
多
様
化
を
認
め
る
こ
と
で
多
様
な
人
材
を

継
続
的
に
採
用
で
き
、
か
つ
多
様
な
メ
ン
バ
ー
が
高
い
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

今
後
、
多
様
性
を
重
視
し
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
他
の
企

業
に
広
が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
そ
う
で
あ
っ

た
よ
う
に
、
そ
の
方
が
み
ん
な
楽
し
く
仕
事
が
で
き
る
か

ら
で
す
。
社
員
が
多
様
性
を
重
視
す
る
方
向
に
な
っ
て
い

る
以
上
、
企
業
も
そ
れ
に
合
わ
せ
て
運
営
し
て
い
か
な
け

れ
ば
立
ち
行
き
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
人
事
に
関
わ
る
方
に
は
、

覚
悟
を
決
め
て
多
様
性
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で

欲
し
い
。
い
ま
だ
に「
こ
う
い
う
人
事
制
度
で
な
け
れ
ば
ダ

メ
だ
」「
若
い
う
ち
は
ガ
ツ
ガ
ツ
働
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」

と
言
っ
て
い
る
よ
う
な
人
が
い
ま
す
が
、
そ
ん
な
時
代
は
も

う
終
わ
っ
た
の
だ
と
。「
あ
の
会
社
は
多
様
な
社
員
、
多
様

な
働
き
方
を
認
め
て
く
れ
な
い
」と
認
識
さ
れ
た
瞬
間
、
人

材
は
一
気
に
引
い
て
い
き
、
お
終
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
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　選
手
時
代

11
年
間
、
更
新
で
き
な
か
っ
た
自
己
ベ
ス
ト

ぼ
く
の
陸
上
選
手
時
代
の“
仕
事
内
容
”は
い
た
っ
て

シ
ン
プ
ル
で
、
走
る
こ
と
で
す
。
ピ
ス
ト
ル
が
鳴
っ
た

ら
走
り
出
し
て
、
ゴ
ー
ル
に
向
か
う
。
最
初
に
胴
体（
ト

ル
ソ
ー
）
が
ゴ
ー
ル
ラ
イ
ン
を
越
え
た
人
が
勝
ち
。
そ

れ
だ
け
で
す
。
加
え
て
ぼ
く
の
場
合
は
、
ゴ
ー
ル
ま
で

の
４
０
０
ｍ
の
間
に
ハ
ー
ド
ル
が
10
個
置
い
て
あ
り
、

飛
び
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
で
し
た
。

日
々
や
る
べ
き
こ
と
は
、
こ
の
単
純
で
分
か
り
や
す

い
ル
ー
ル
の
中
で
、
０
・
０
１
秒
で
も
速
く
ゴ
ー
ル
す

る
た
め
に
、
考
え
、
練
習
す
る
こ
と
で
す
。
正
直
、
飽

世界陸上で二度の銅メダルを獲得、日本陸上界にお
いて輝かしい結果を残した“侍ハードラー ”為末大さん。
現在は、株式会社侍の社長として、多くのスタッフを抱
え、経営者として走り続けています。選手として、経営
者として、毎日の“仕事”とどう向き合ってきたのか。「成
長」をテーマに、振り返ってもらいました。

Bibliobibuli
～私の成長ライブラリー～

０
コ
ン
マ
１
の
更
新
を
目
指
す
中
で
気
付
い
た
の
は
、

「
成
長
に
執
着
し
過
ぎ
る
と
、成
長
し
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
し
た

為末 大 氏
元プロ陸上選手

Dai Tamesue
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き
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
結
果
か
ら
言
う
と
、

ぼ
く
は
23
歳
の
と
き
に
、
47
秒
89
と
い
う
自
己
ベ
ス
ト

を
出
し
た
の
で
す
が
、
34
歳
で
引
退
す
る
ま
で
の
11
年

間
、
こ
の
記
録
を
塗
り
か
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
11
年
間
続
け
た
仕
事
は
、
結
局
タ
イ
ム
と
い
う

形
で
は
報
わ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
11
年

間
が
あ
っ
た
か
ら
成
長
で
き
た
と
思
え
る
面
も
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。
結
果
が
思
う
よ
う
に
出
な
い
か
ら
こ

そ「
成
長
と
は
何
か
」と
い
う
問
い
か
け
に
も
、
十
分
に

向
き
合
え
た
気
が
し
ま
す
。

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
年
間
の
総
量
で
考
え
る

結
果
が
出
な
い
と
き
一
番
難
し
い
の
は
、
ぼ
く
の
場

合
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持
で
し
た
。

そ
ん
な
中
で
編
み
出
し
た
ぼ
く
な
り
の
答
え
は
、
一

時
的
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
る
の
は
仕
方
が
な
い

と
受
け
入
れ
る
こ
と
で
す
。
常
に
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
く
維
持
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
と
割
り
切
り
、
下

が
っ
た
と
き
は
、
風
邪
を
ひ
い
た
よ
う
な
も
の
と
捉
え

て
気
に
し
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、年
間
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
総
量
の
維
持
は
目
指
す
。
年
間
を
通
し
て
み
れ
ば「
い

い“
仕
事
”
を
し
た
」
と
振
り
返
ら
れ
る
よ
う
な
自
分
で

あ
ろ
う
と
し
ま
し
た
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
つ
い
て
こ

な
い
状
態
で
、
過
度
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
た
り
、
自

分
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
過
ぎ
る
と
、
心
と
体
は
離

れ
て
、
よ
り
低
迷
し
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。
だ
か
ら

こ
そ
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
る
た
め
に
無
理
に
努

力
す
る
よ
り
も
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
下
が
っ
た
自
分

と
う
ま
く
付
き
合
う
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
し
た
。

“
仕
事
”
は
誰
の
た
め
に
す
る
の
か
？

い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
競
技
人
生
の
中
で
も
、
特
に
大
き

な
転
機
だ
っ
た
の
は
北
京
五
輪
で
す
。
大
会
前
、
ぼ
く

は
ケ
ガ
で
不
調
に
あ
え
い
で
い
ま
し
た
。
高
ま
る
周
囲

の
期
待
に
対
し
、
練
習
が
満
足
に
で
き
ず
不
安
は
募
る
、

や
が
て
、
ど
う
せ
ダ
メ
だ
ろ
う
と
い
う
投
げ
や
り
な
気

持
ち
が
芽
生
え
る
…
…
、
そ
う
し
た
悪
循
環
の
考
え
が

巡
っ
て
頭
の
中
の
整
理
が
つ
か
な
い
状
態
が
続
き
ま
し

た
。
そ
う
し
て
極
限
ま
で
思
い
詰
め
た
あ
る
日
、
急
に

「
練
習
し
た
い
か
ら
、す
る
。
そ
れ
で
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」

と
考
え
が
転
換
し
た
の
で
す
。

そ
れ
ま
で
、
ぼ
く
に
と
っ
て
走
る
こ
と
は
結
果
を

出
す
た
め
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
周
囲
の
期
待
に
応
え

る
た
め
の
も
の
で
し
た
。
い
つ
し
か
勝
手
に
そ
う
思
い

込
み
、
自
分
で
自
分
を
縛
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
ん
な
自
分
の
状
態
自
体
に
、
一
つ
上
の
レ
イ
ヤ
ー
か

ら
自
分
の
輪
郭
を
知
る
よ
う
な
感
覚
で
気
が
付
い
た
の

で
し
た
。
そ
の
瞬
間
か
ら
は
、
結
果
ど
う
な
る
か
と
い

う「
未
来
」や
こ
れ
ま
で
ど
う
だ
っ
た
か
と
い
う「
過
去
」

に
と
ら
わ
れ
ず
、「
今
」
何
を
す
べ
き
か
に
集
中
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

成
長
に
は
、
タ
イ
ム
や
結
果
な
ど
目
に
見
え
る「
現

実
が
変
わ
る
こ
と
」
と
、
そ
の
現
実
を
ど
う
意
味
づ
け

て
捉
え
る
か
と
い
う
自
分
の「
認
識
が
変
わ
る
こ
と
」の

二
つ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ぼ
く
は
こ
の
時
期
に
、
後

者
の
意
味
で
大
き
く
成
長
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
結
果
的

に
、
11
年
と
い
う
長
い
競
技
人
生
を
支
え
て
く
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

再
現
性
が
な
い
結
果
は
、
偶
然
の
域
を
出
な
い

走
り
で
結
果
が
出
た
と
き
に
、
要
因
を
正
し
く
把
握

す
る
こ
と
に
も
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。
例
え
ば
あ
る
試
合

で
、
自
分
な
り
に
手
ご
た
え
の
あ
る
結
果
が
得
ら
れ
た

と
し
ま
す
。
嬉
し
い
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
は
い
つ
行
っ

た
、
ど
の
練
習
が
よ
か
っ
た
の
か
。
あ
る
い
は
、
レ
ー

ス
前
に
試
み
た
気
持
ち
の
切
り
替
え
が
影
響
し
た
の
か
。

要
因
を
正
し
く
把
握
し
な
け
れ
ば
、
再
現
が
で
き
ま
せ

ん
し
、
次
の
成
長
に
も
つ
な
げ
ら
れ
ま
せ
ん
。
同
じ
意

味
で
、
結
果
を
出
す
人
を
観
察
す
る
こ
と
も
、
現
役
時

代
の
ぼ
く
に
は
、
と
て
も
大
切
な
練
習
で
し
た
。
そ

の
人
の
暗
黙
知
に
ふ
れ
、
要
因
を
見
つ
け
る
。
目
的

は
、
見
つ
け
た
要
因
を
真
似
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
そ

れ
を
き
っ
か
け
に
、
自
分
な
り
の
新
し
い
試
み
の
糸
口

を
見
つ
け
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
同
じ
日
本
代
表

だ
っ
た
朝
原
宣
治
さ
ん
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
、
カ
ク
カ
ク

と
し
た
独
特
の
フ
ォ
ー
ム
で
し
た
。
な
ぜ
そ
ん
な
走
り

方
を
す
る
の
だ
ろ
う
と
い
つ
も
不
思
議
だ
っ
た
の
で
す

が
、
フ
ォ
ー
ム
の
デ
ー
タ
を
解
析
す
る
と
、
朝
原
さ
ん

は
す
べ
て
の
ス
ピ
ー
ド
に
お
い
て
、
股
関
節
を
同
じ
角

度
で
動
か
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
普
通
は
、

ス
ピ
ー
ド
が
変
わ
れ
ば
股
関
節
の
角
度
も
変
わ
り
ま
す
。

し
か
し
朝
原
さ
ん
は“
体
を
常
に
正
し
い
位
置
に
は
め

る
こ
と
で
ス
ピ
ー
ド
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
”
と
い
う
、

自
分
な
り
の
哲
学
に
則
っ
て
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
か
ら
反
復

実
践
し
て
い
た
ん
で
す
。
そ
う
い
う
考
え
に
触
れ
る
と
、

“
で
は
、
ぼ
く
は
股
関
節
と
ど
う
付
き
合
う
べ
き
な
の

か
”
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
結
果
、
成
長
の
ヒ

ン
ト
を
つ
か
め
る
こ
と
が
何
度
も
あ
り
ま
し
た
。

1978年広島県生まれ。スプリント種目の世界大会（2001年世界陸上エドモントン）
で日本人としてはじめてメダルを獲得した。同大会で記録した47秒89は、現在も日
本記録。2012年に引退後は経営者やコメンテーターとして活躍。主な著書に、『走
りながら考える』（ダイヤモンド社）、『諦める力』『逃げる自由』（プレジデント社）など。
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　そ
し
て
い
ま
、
経
営
者
と
し
て

他
人
を
コ
ー
チ（
指
導
）す
る
こ
と
へ
の
戸
惑
い

現
役
を
引
退
し
た
後
、
ぼ
く
は
自
分
の
会
社
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
チ
ー
ム
で
成
長
し
、
結
果

を
出
す
と
い
う
、
選
手
時
代
と
は
ま
っ
た
く
違
う
仕
事

の
仕
方
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

陸
上
競
技
は
個
人
種
目
な
の
で
、
現
役
時
代
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
は
馴
染
み
が
な
い
も
の
で
し
た
。
お
ま
け
に

ぼ
く
は
、
ほ
と
ん
ど
コ
ー
チ
を
つ
け
ず
に
現
役
を
続

け
た
稀
な
選
手
で
す
。
と
い
う
の
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
に
お

け
る
コ
ー
チ
は
、
意
思
決
定
を
促
す
助
言
者
と
い
う
意

味
合
い
が
強
い
と
思
い
ま
す
が
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
場
合
、

コ
ー
チ
が
意
思
決
定
ま
で
行
い
ま
す
。
ぼ
く
は
自
分
で

意
思
決
定
を
し
た
い
タ
イ
プ
だ
っ
た
の
で
、
合
わ
な
い

方
法
だ
と
思
っ
た
ん
で
す
ね
。「
自
分
の
成
長
の
責
任

は
、
自
分
自
身
に
あ
る
」
と
い
う
考
え
が
ベ
ー
ス
に
あ

り
ま
す
。
な
の
で
、
人
の
育
成
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
あ

ま
り
得
意
と
は
い
え
な
い
と
思
い
ま
す（
笑
）。

た
だ
試
行
錯
誤
の
毎
日
で
、
心
が
け
て
い
る
こ
と

が
三
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
、
そ
の
人
に
と
っ
て
適
度

に
難
し
い
課
題
を
渡
す
こ
と
。
も
う
一
つ
は
、
あ
る
程

度
の
ル
ー
ル
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。
人
間
の
集
中
力
は
、

で
き
る
か
ど
う
か
、
ぎ
り
ぎ
り
の
ラ
イ
ン
に
立
つ
と
研

ぎ
澄
ま
さ
れ
る
と
競
技
人
生
の
中
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
あ
る
程
度
ル
ー
ル
が
あ
っ
た
ほ
う
が
、
一
つ

の
こ
と
に
夢
中
に
な
り
や
す
い
。「
ほ
ど
よ
い
難
し
さ

と
、
ほ
ど
よ
い
枠
組
み
」
が
、
ア
ス
リ
ー
ト
で
い
う
と

こ
ろ
の「
ゾ
ー
ン（
超
集
中
力
状
態
）」に
似
た
状
態
を
生

み
だ
す
材
料
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
少
し
で
も
そ
の
状
況
に
近
い
環
境
を
、
ビ
ジ
ネ
ス

に
お
い
て
も
作
り
出
せ
な
い
か
と
試
み
て
い
ま
す
。

三
つ
目
は
、
で
き
る
だ
け
意
外
性
の
あ
る
質
問
を
す

る
こ
と
で
す
。
普
段
考
え
な
い
よ
う
な
質
問
を
ス
タ
ッ

フ
に
投
げ
か
け
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
す
る
と
、
思

考
が
深
ま
り
ま
す
。
必
ず
し
も
問
い
か
け
に
対
す
る
正

解
を
出
す
必
要
は
な
く
て
、
大
事
な
の
は
、
フ
ル
に
想

像
力
を
働
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
で
す
。
無
意
識
に
自
分

を
縛
る
思
い
込
み
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
新
し
い
モ
ノ
の

見
方
や
発
想
が
で
き
る
こ
と
を
面
白
い
と
感
じ
ら
れ
れ

ば
、
目
の
前
の
仕
事
に
も
よ
り
創
造
的
に
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
し
、
何
よ
り
も
、
仕
事
を

楽
し
む
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

思
い
込
み
か
ら
自
由
に
な
る

知
識
と
同
じ
よ
う
に
、
思
考
し
た
こ
と
も
蓄
積
さ
れ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
が
あ
る
日
突

然
、
何
か
と
ぶ
つ
か
っ
て
化
学
反
応
を
起
こ
す
。
そ
れ

を
成
長
と
呼
ぶ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
化

学
反
応
を
起
こ
し
た
く
て
、
ぼ
く
は
多
方
面
で
活
躍
し

て
い
る
人
と
の
出
会
い
や
さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
書

籍
に
触
れ
る
の
が
好
き
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
ひ
と
つ
だ
け
、
や
は
り
大
切
だ
と
思
う
の
は

「
成
長
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
認
識
の
呪
縛

か
ら
自
由
に
な
る
こ
と
で
す
。
環
境
や
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
、

自
分
自
身
の
思
い
込
み
か
ら
解
き
放
た
れ
た
状
態
で
、

目
の
前
の
こ
と
に
夢
中
で
取
り
組
み
、
気
付
い
た
ら
成

長
し
て
い
た
。そ
れ
こ
そ
が
理
想
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

他者との対立やなわばり意識など、人間の社
会行動の進化の理由を、自らのコピーを増や
そうとする遺伝子の利己性から紐解く世界的
ロングセラー。生きることを遺伝子の視点か
ら考えることで、些末なものごとにとらわれな
いためのヒントになったという。

第二次世界大戦終結後、約30年にわたりフィ
リピン・ルバング島でゲリラ戦を展開し続け
た小野田元少尉の自伝。落ちこんだときに読
んだ一冊。ジャングルでの壮絶なサバイバル
体験記は、生き抜くために知恵を凝らした人
間の力強さを教えてくれる。

人間が何かを意識する前に、脳では0.5秒早く
無意識的な電気信号が立ち上がっているとい
う。反射的な「無意識」の支配は人間のあらゆ
る行動に影響する。人間の意識や思い込みに、
いかに偏りがあるか気付かされた、脳や認識
をめぐる発見と仮説への論評。

マインド・タイム 脳と意識の時間
ベンジャミン・リベット （著）、 下條 信輔（訳）

たった一人の30年戦争
小野田 寛郎

利己的な遺伝子
リチャード・ドーキンス

POWER BOOKS
為末さんが選ぶ

thinktank-rc@persol.co.jp本誌の内容に関するお問い合わせ 株式会社パーソル総合研究所

男 女の役割意識が今よりずっと明確だっ

たこともあり、自分の育児時代には職場

に「育児と仕事の両立」という課題は存在しませ

んでした。今、日本の職場はその時代に育児を

経験した「おじさん」たちがマネジメント層を占め

る最後の時代であり、「両立」に関して大きく異

なる価値観が交錯する困難な過渡期にあります。

過渡期を乗り越える唯一の方法は、会社と個人

が相手の立場を自らの価値観から「忖度」するの

ではなく、きちんと主張し歩み寄ること。それを

実践する会社と個人が増えている事実を今回の

取材で知りえたことが大きな喜びでした。〈櫻井〉

今 後は、労働力不足や介護休業の増加、

副業の一般化等を背景に、多くの上司

が、多様な背景や価値観を持ち、多様な働き方

をする部下をマネジメントする立場になり得ると

思われます。今回の特集取材を通じて、育児中

の社員を含む組織のマネジメントは、個人のプ

ライベートな部分に触れることに加えて、育児

と仕事についての考え方が多種多様であるがゆ

えに難易度が高いと感じましたが、一方で、殊

更に「育児」を特別視するのではなく、多様性

の一つの形態だと受け止めることが、「両立」を

支援する最初の一歩になるようにも思いました。

〈田井〉

「成 長とはモノサシで測った結果の伸びだ

けでなく、モノサシの尺度や種類自体

が変わること」。新連載「Bibliobibuli」でお話くだ

さった為末さんは、不調に苦しみ深く考える中

で、こうした成長観に達したといいます。モノ

サシを変える重要性については、育休復帰者や

事例の取材でもしばしば耳にしました。出産育

児は、企業・個人両者にとってドラスティック

な成長を遂げる好機なのかもしれません。ただ

し、その成長を遂げるには時には痛みを伴って

も深く考え、話し合うことを避けてはならないの

だと取材を通じて痛感しました。〈井上〉
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